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安陽考古概観（石擁如）

　
【
紹
介
】
今
世
紀
に
お
け
る
世
界
考
古
学
発
掘
の
十
詣
の
う
ち
に
列
せ
ら
れ
る
安
饗
宴
雛
の
発
掘
は
、
一
九
二
八
年
か
ら
三
七
年
ま
で
、
前
後
十
五
回
お
こ
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
わ
れ
た
が
、
そ
の
調
査
の
全
貌
を
明
ら
か
に
す
る
概
要
報
告
は
、
今
臼
ま
で
十
分
に
な
さ
れ
て
い
な
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
石
璋
如
氏
は
第
四
次
発
掘
の
と
き
、
墨
黒
大
学
学
生
と
し
て
参
加
し
て
以
来
、
連
年
こ
の
調
査
に
参
加
し
、
戦
争
勃
発
以
後
は
、
そ
の
鵡
土
晶
の
移
管
保
護
心

な
ら
び
に
整
理
の
任
に
あ
た
り
、
現
在
、
台
湾
の
中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
・
所
員
と
し
て
、
把
大
な
資
料
の
研
究
、
出
版
に
奪
蒸
し
て
お
ら
れ
る
。
昭
…

和
三
十
五
年
日
本
へ
遊
学
、
京
都
に
滞
在
さ
れ
た
機
会
に
、
京
都
大
学
文
学
部
に
お
い
て
十
月
二
十
二
日
か
ら
五
回
に
わ
た
っ
て
『
安
陽
考
古
概
観
』
と
題
す
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

…
る
特
別
講
義
を
行
な
っ
た
。
本
ノ
ー
ト
は
そ
の
講
演
の
平
岡
武
夫
上
野
（
人
文
科
学
研
究
所
）
に
よ
る
通
訳
を
、
小
野
山
節
・
吉
本
乱
塾
両
君
が
書
き
謁
し
た
も
｝

｛の

ﾅ
あ
・
。
．
（
樋
口
隆
康
記
）
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発
掘
な
ど
は
、
外
人
の
お
こ
な
っ
た
も
の
で
、
と
き
に
は
中
国
人
が
そ
れ
に

　
　
　
　
プ
降
ロ
ー
ダ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
参
加
し
た
こ
と
も
あ
る
が
、
中
国
人
が
自
ら
そ
の
目
的
と
組
織
を
も
っ
て
実

　
中
国
に
お
け
る
考
古
の
学
と
し
て
は
、
早
く
身
代
に
、
『
集
古
録
臨
・
冊
考

古
騒
臨
・
冊
博
施
工
』
な
ど
の
著
述
が
で
き
て
金
石
学
が
成
立
し
、
清
朝
に
至

っ
て
ま
す
ま
す
盛
と
な
っ
た
が
、
こ
れ
は
い
わ
ば
書
斎
の
考
古
学
と
で
も
い

う
べ
き
も
の
で
あ
、
つ
た
。

　
民
圃
に
な
っ
て
強
腰
考
古
学
が
お
こ
っ
た
。
一
九
一
＝
年
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン

の
沙
鍋
屯
や
仰
紹
の
発
掘
、
一
九
二
三
年
リ
サ
ン
の
オ
ル
ド
ス
調
査
、
一
九

二
六
年
浜
田
耕
作
の
貌
子
窩
の
発
掘
、
一
九
二
七
年
忌
ラ
ッ
ク
の
周
野
糞
の

施
し
た
の
は
、
安
陽
発
掘
を
も
っ
て
最
初
と
す
る
。

　
中
央
研
究
院
が
初
め
て
の
田
野
考
古
の
場
と
し
て
安
陽
を
選
ん
だ
の
は
、

そ
れ
だ
け
の
理
由
が
あ
っ
た
。
そ
の
と
き
発
掘
候
補
地
と
し
て
、
安
牛
・
洛

陽
・
臨
溝
の
三
ヶ
所
が
あ
げ
ら
れ
た
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
、
地
理
的
・
時
代
的

・
内
容
五
三
条
件
が
検
討
さ
れ
た
。
当
時
申
央
研
究
院
は
広
州
に
あ
り
、
そ

こ
か
ら
洛
陽
や
臨
海
に
行
く
に
は
汽
車
を
棄
り
換
え
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
が
、

安
陽
は
乗
り
換
え
な
し
で
行
け
る
地
の
利
を
得
て
い
た
。
時
代
的
条
件
を
み
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れ
ば
、
安
陽
は
殿
代
、
脇
戸
ぱ
船
齢
、
篤
漉
は
蓉
秋
時
代
の
遺
跡
で
あ
る
、
ま

た
内
容
的
に
は
、
洛
陽
に
は
周
代
の
鋼
器
と
聖
代
の
石
経
が
あ
り
、
安
善
は

股
代
の
鋼
車
と
甲
骨
、
臨
濫
は
春
秋
の
銅
器
と
斉
刀
と
を
も
っ
て
い
る
。
以

上
の
三
点
か
ら
み
て
、
安
陽
が
最
も
適
し
て
い
る
と
み
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　
次
に
安
陽
の
環
境
に
つ
い
て
述
べ
る
が
、
こ
れ
は
駆
塞
が
毅
の
都
と
し
て

こ
こ
を
選
ん
だ
理
由
を
説
明
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
毅
は
こ
れ
ま
で
に
も
何

殺櫨の位

票
　
ニ
　
　
も

鑓

黙

漢

範窓融み

｝

薫
＼
辛
．
羅
競

　
　
　
畿
　
　
鍛
　
　
　
　
安
聡
藥
靖

叢
，
「
，
冠
蔓

’ノ　　　　dfezsミミ

蝋9tT”sg
耀躍熱
　　　　　　靴総

　　　　第　1

ミ。和歓

墨

　
、
　
　
詠

三遷雁
北
一

剥ぐ

teR＃

一
爵

期一。鯉
回
か
都
を
遷
し
た
が
、
し
ば
し
ば
水
害
に
み
ま
わ
れ
て
い
た
。
そ
れ
が
安
陽

に
遷
し
て
は
じ
め
て
水
害
か
ら
ま
ぬ
が
れ
、
そ
れ
以
後
遷
都
し
な
く
な
っ
た
。

こ
れ
は
地
形
に
関
係
が
あ
る
様
で
あ
る
。
酉
方
の
高
地
か
ら
溢
水
が
東
へ
流

れ
、
中
央
の
小
屯
附
近
は
土
地
が
高
く
洪
水
に
侵
さ
れ
る
事
は
ま
ず
な
い
。

三
方
は
台
地
、
中
央
は
平
原
で
耕
作
に
適
し
、
そ
の
中
を
河
が
流
れ
て
い
て
、

土
地
の
人
は
そ
の
地
形
を
龍
欝
受
書
と
呼
ん
で
い
る
。
西
北
に
は
室
山
が
あ

　
　
っ
て
大
理
石
を
産
し
、
そ
の
麓
で
は
陶
土
も
と
れ
、
股
人
の
重
要
な
資

　
　
源
地
で
あ
っ
た
。
こ
の
様
に
地
形
が
よ
く
産
物
に
恵
ま
れ
て
い
た
の
で
、

　
・
澱
人
が
こ
こ
を
永
住
の
地
に
選
ん
だ
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
第
一
章
　
第
一
次
か
ら
第
三
次
ま
で
の
発
掘

　
　
　
　
　
①

　
第
酬
次
発
掘

　
ま
ず
発
掘
地
点
を
選
定
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
土
地
の
人
に
甲
骨
の

禺
る
場
所
を
聞
く
こ
と
か
ら
は
じ
め
た
。
そ
の
う
ち
の
瀟
北
の
綿
畑
で

盗
掘
坑
を
み
と
め
、
こ
こ
が
確
か
な
地
点
だ
ど
み
ら
れ
た
の
で
発
掘
す

る
事
に
し
た
。

　
三
つ
の
地
区
i
沙
丘
区
・
沙
北
区
（
粟
畑
）
・
村
中
区
を
き
め
、
そ

れ
ぞ
れ
に
一
四
溝
、
　
一
二
溝
…
、
　
一
四
溝
の
ト
レ
ン
チ
を
掘
っ
た
。
　
一
つ

の
ト
レ
ン
チ
は
、
長
さ
ニ
メ
ー
ト
ル
・
幅
六
〇
セ
ン
チ
の
大
き
さ
が
あ

っ
た
。
発
掘
法
は
｝
二
種
の
　
万
法
を
擦
麗
し
た
。
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事記員入期日

万法：輪郭・集中・打深

発現；聯骨・獣骨・陶器等

主持：董作賓

参加春　5人

鵜考古概観（石葦綴の

次 地　　点

1G月13日～30El

方法：点的発掘

　　縦・横・斜・達・支

発現：般商文化層

　　階唐墓葬・現代堆歪資

方法：線的発掘

発現：遣跡・長方坑・円坑

遺物：鋼・石・陶・亀甲

　　　獣頭刻辞

墓葬：銅器墓・晴ト仁墓

並持：李済

参加鳶　5人
3月7日～5月10絹

済李叡二一→10月7羅～21日

二）　11月15日～12月12F｛ 参加藩 4入

！j、屯　　：　～1可lfls

　　　　　邸北

　　　　　村中

ノj、峯「巨：卑寸義ヒ

　　　　　村巾

　　　　　村南

　　1

王928年

　　2

1929年

　　春

小屯：西北地区

村北区

南覇金

　　3

1929年

　　秋

　
－
、
輪
廓
法

真
中
に
灰
土
を
見
つ

け
る
と
、
そ
れ
を
申

心
に
し
て
、
周
辺
か

ら
灰
土
の
方
に
向
っ

て
発
掘
を
進
め
る
方

法
。

2
、
集
中
法

偶
然
灰
土
を
隠
見
し

た
と
き
、
そ
の
範
照

が
は
っ
き
り
し
な
い

の
で
、
そ
こ
を
中
心

に
し
て
四
方
に
ひ
ろ

げ
る
方
法
。

3
、
舞
合
法

天
花
粉
の
原
料
を
求

め
る
場
面
の
よ
う
に
、

鑛
廊
任
意
に
地
面
を

掘
っ
て
灰
土
を
さ
が

す
。
前
の
こ
法
の
準

備
と
し
て
な
さ
れ
る
。

第
一
次
発
掘
の
出
土
晶
に
は
、
甲
州
が
多
数
で
あ
り
、
そ
の
う
ち
虚
字
骨

が
七
八
四
片
も
含
ま
れ
て
い
る
が
、
そ
の
禺
土
地
点
は
豪
蒔
の
貯
蔵
所
で
あ

っ
た
と
は
患
わ
れ
な
い
。
ま
た
、
獣
帯
、
陶
片
、
後
代
の
墓
な
ど
が
発
見
さ

れ
た
。

　
　
　
②

第
二
次
発
掘

発
掘
地
占
…
は
次
の
一
ニ
ケ
所
を
選
定
。

村
北
区
　
ト
レ
ン
チ
　
六
本
（
T
…
V
・
X
－
Z
）

村
中
区
ト
レ
ン
チ
ニ
五
本
（
第
一
次
と
同
地
点
）
縦
溝
（
縦
1
）
・
横
溝

　
（
H
）
・
斜
鼻
（
S
）
・
連
溝
（
C
）
・
支
溝
（
B
）

村
南
区
　
ト
レ
ン
チ
　
ニ
ニ
本
（
A
－
M
）

こ
の
調
査
の
結
果
、
小
屯
に
は
三
層
が
区
励
さ
れ
た
。
ω
股
商
文
化
層
、

②
階
唐
墓
層
、
⑧
現
代
堆
積
層
で
あ
る
。
ト
レ
ン
チ
は
深
さ
九
メ
ー
ト
ル
で

地
下
水
瀬
に
達
す
る
。
文
化
層
は
沖
積
に
よ
っ
て
堆
積
し
た
も
の
ら
し
い
。

繊
土
品
と
し
て
は
、
村
中
区
よ
り
掌
骨
が
、
村
北
区
よ
り
鍍
が
で
た
。

　
　
　
③

第
三
次
発
掘

村
心
魂
丘
地
区
で
こ
ケ
所
、
西
北
区
の
覆
河
の
南
岸
で
三
ト
レ
ン
チ
を
発

掘
し
た
。
発
掘
法
は
改
良
さ
れ
て
線
の
発
掘
と
な
り
、
縦
（
南
北
）
・
横
（
束

繭
）
に
長
い
ト
レ
ン
チ
を
引
き
、
各
溝
を
一
｛
疋
の
長
さ
に
区
切
る
。
三
三
の

場
金
、
幅
一
メ
ー
ト
ル
の
ト
レ
ン
チ
を
長
さ
三
メ
ー
ト
ル
ず
つ
に
区
切
り
、
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そ
れ
に
爾
か
ら
即
製
丁
丁
…
…
癸
の
符
号
を
つ
け
、
そ
の
一
〇
区
を
一
壷
と

し
、
各
紐
に
も
南
か
ら
一
・
二
・
三
の
番
号
が
つ
く
の
で
、
各
区
は
、
一
決
・

一
躍
・
一
坐
…
…
と
呼
ば
れ
る
。
横
溝
の
場
合
は
幅
一
メ
ー
ト
ル
の
溝
で
、

各
区
の
長
さ
は
単
位
が
大
き
く
一
〇
メ
…
ト
ル
と
し
、
中
央
の
一
〇
〇
メ
ー

ト
ル
の
あ
い
だ
は
、
た
だ
爽
か
ら
酒
へ
、
甲
一
癸
と
つ
け
、
そ
れ
よ
り
東
の

　
○
○
メ
…
ト
ル
へ
は
、
東
甲
・
東
乙
…
…
と
、
西
の
一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
へ

は
、
西
軍
・
颯
乙
…
…
と
つ
け
、
金
長
三
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
範
囲
は
こ
の
巾
・

に
含
ま
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
基
準
溝
と
基
準
溝
と
の
聞
を
つ
な
ぐ
坑
を
連
坑
と
い
い
、
さ
ら
に
縦
横
の

数
輩
を
つ
ら
ね
て
そ
の
間
を
全
面
発
掘
し
た
も
の
を
大
連
坑
と
い
う
。

　
今
次
の
ト
レ
ン
チ
の
数
は
二
八
溝
で
、
地
履
は
あ
ま
り
乱
さ
れ
て
い
な

か
っ
た
。

　
遺
構
と
し
て
長
方
偏
一
〇
個
巴
土
坑
一
個
と
が
発
晃
さ
れ
、
繊
土
の
遺
物

も
完
形
圃
…
…
が
多
か
っ
た
。

　
銅
器
　
　
鐡
・
矛
・
鋳
・
刀
・
鋳
銅
の
箔

　
石
羅
　
　
一
〇
〇
〇
点
以
上
あ
り
、
石
刀
（
石
庖
丁
）
・
斧
・
鐡
な
ど
が
主

で
、
と
く
に
早
撃
脆
坐
の
人
物
石
彫
像
が
注
目
さ
れ
る
。

　
土
器
　
　
仰
紹
式
彩
陶
片
の
ほ
か
に
、
白
陶
・
紬
陶
・
灰
陶
が
あ
る
。

　
ト
甲
骨
　
　
四
枚
の
大
型
亀
甲
板
が
大
連
坑
か
ら
禺
た
。
そ
の
ほ
か
に
牛

と
鹿
の
有
事
骨
が
あ
る
。

　
慕
で
は
、
階
の
ト
仁
寿
が
発
見
さ
れ
た
。
墓
誌
銘
に
よ
れ
ば
、
仁
寿
三
年

に
死
ん
で
い
る
噂
鋼
器
時
代
の
慕
と
し
イ
、
ぱ
、
催
身
受
三
例
、
仰
無
難
二
侮

が
あ
り
、
認
葬
晶
に
銅
父
が
あ
り
、
碧
羅
で
は
、
銅
器
で
も
土
羅
で
も
、
混

一
・
爵
一
が
綴
と
な
り
、
早
期
の
墓
に
は
、
そ
の
ほ
か
に
爾
と
罐
が
入
っ
て

い
た
。

　
　
こ
れ
ま
で
の
発
掘
に
よ
っ
て
囲
ら
か
に
せ
ら
れ
た
点
を
要
約
す
る
と
、
次

　
の
よ
う
に
な
る
。

　
　
一
、
毅
櫨
の
範
囲
　
　
美
瑛
村
の
北
方
に
小
さ
な
天
然
の
溝
が
あ
り
、
そ

の
溝
の
東
か
ら
は
甲
骨
が
出
る
が
、
西
か
ら
は
出
な
い
こ
と
が
、
三
回
の
発

掘
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
し
か
し
、
ま
だ
、
こ
の
帯
骨
の
幽
る
範
囲

，
が
股
嬢
で
あ
っ
て
、
そ
の
外
方
は
殿
櫨
で
な
い
と
は
い
え
な
い
。
第
三
次
の

南
覇
台
（
西
北
区
）
の
発
掘
に
よ
っ
て
綴
土
し
た
圓
二
尊
は
、
　
小
屯
の
村
北

区
で
甲
骨
と
同
じ
層
か
ら
嵐
土
し
た
園
底
線
と
全
く
岡
じ
も
の
で
あ
る
。

　
二
、
設
櫨
の
文
化
層
の
堆
積
　
　
曳
網
に
は
股
代
・
階
遷
代
・
現
代
の
三

文
軍
靴
が
あ
り
、
そ
の
う
ち
毅
代
の
層
と
階
卑
下
の
層
と
の
問
に
は
、
相
当

の
関
隔
が
あ
る
の
に
、
そ
こ
か
ら
は
一
つ
の
屈
葬
例
を
見
つ
け
た
だ
け
で
、

ほ
か
に
は
何
も
発
送
し
な
か
っ
た
。
階
唐
画
に
は
、
こ
こ
は
大
き
な
墓
地
で

あ
っ
た
。
そ
の
た
め
若
干
の
距
離
文
化
麿
が
乱
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。

　
三
、
股
都
が
廃
棄
さ
れ
た
の
は
、
主
に
洪
水
に
よ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
准
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陽考古概観（眉璋如）

積
し
て
い
る
遺
物
の
う
ち
、
石
の
よ
う
な
重
い
も
の
は
下
方
1
7
～
あ
り
、
甲
骨

の
よ
う
な
軽
い
も
の
は
殿
層
の
上
層
に
あ
る
。
ま
た
地
層
に
水
の
渦
の
形

（
波
浪
文
）
が
模
様
と
し
て
残
っ
て
い
る
。

　
四
、
股
代
の
鋳
銅
　
　
殿
櫨
の
纂
の
副
葬
晶
に
は
麟
な
ど
の
鋼
器
が
あ
り
、

ま
た
鋳
常
用
の
箔
も
発
見
さ
れ
、
そ
の
文
様
が
銅
器
の
文
傑
と
一
致
す
る
か

－
ら
、
夢
人
が
こ
れ
ら
の
銅
器
を
作
っ
た
と
い
え
る
。

　
五
、
石
彫
　
　
半
身
の
石
彫
像
は
、
上
方
が
欠
け
て
い
る
が
、
人
像
で
あ

る
事
は
確
か
で
あ
る
。
当
時
、
立
体
的
な
石
彫
像
と
し
て
は
、
陳
西
省
の
餐

玄
病
の
墓
に
あ
る
馬
が
糊
奴
を
踏
ん
で
い
る
像
と
、
長
安
の
西
方
豊
門
鎮
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

あ
る
牽
牛
織
女
の
像
の
二
つ
が
最
古
の
も
の
と
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
は
漢
代

に
属
す
る
か
ら
、
今
度
の
股
櫨
で
の
発
見
は
、
中
隔
に
お
け
る
立
体
石
像
を

一
〇
〇
〇
年
遡
ら
せ
た
こ
と
に
な
る
。

　
六
、
土
器
　
一
般
に
は
灰
陶
が
つ
か
わ
れ
た
が
、
こ
れ
に
は
文
様
の
あ
る

も
の
と
、
な
い
も
の
と
が
あ
る
。
次
の
白
陶
は
、
銅
器
の
文
様
と
似
た
露
文

を
も
ち
、
宝
羅
と
み
な
さ
れ
て
い
る
。
野
望
は
、
薄
く
て
き
め
が
細
く
水
が

漏
ら
な
い
の
で
、
水
や
酒
を
容
れ
る
の
に
適
し
て
お
り
、
心
当
高
撮
で
焼
か

れ
た
よ
う
で
、
中
麟
に
お
け
る
磁
器
の
は
じ
ま
り
と
い
え
る
。

　
七
、
文
宇
　
　
こ
れ
ま
で
心
骨
は
小
さ
い
破
片
し
か
な
か
っ
た
の
で
、
卜

辞
を
読
む
順
序
が
わ
か
ら
な
か
っ
た
が
、
大
亀
四
版
が
で
て
ト
辞
を
読
む
方

法
が
判
明
し
た
。
す
な
わ
ち
、
真
中
か
ら
右
に
あ
る
も
の
は
右
に
よ
ん
で
行

き
、
左
に
あ
る
も
の
は
左
に
よ
ん
で
行
く
。
ま
た
旬
を
ト
す
る
記
馨
が
あ
っ

て
股
代
の
暦
法
が
わ
か
り
、
貞
人
の
時
代
も
は
っ
き
り
し
て
、
甲
骨
文
の
年

代
を
決
め
る
重
要
な
基
礎
が
繊
来
た
。
ま
た
ト
辞
以
外
に
、
獣
頭
に
あ
る
文

字
は
認
事
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

　
八
、
馬
穴
　
　
長
方
形
と
円
形
の
穴
か
ら
い
ろ
い
ろ
の
も
の
が
出
土
、
内

都
が
乱
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
貯
蔵
穴
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
長
方
坑

内
か
ら
人
骨
の
で
た
例
は
、
水
面
に
近
い
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
の
で
、
水
葬
か

と
い
う
人
も
あ
っ
た
。

　
九
、
葬
儀
　
　
股
代
の
葬
法
と
し
て
知
ら
れ
た
術
身
葬
と
三
身
葬
の
二
法

は
、
地
麿
か
ら
み
る
と
、
前
者
が
下
位
、
後
者
が
上
士
に
あ
っ
た
の
で
、
当

時
は
時
代
の
差
と
考
え
て
い
た
。

　
十
、
階
代
の
墓
　
　
こ
れ
は
股
代
と
は
関
係
の
な
い
も
の
で
あ
る
が
、
小

屯
の
地
層
に
関
し
て
重
要
な
意
味
を
持
っ
て
い
る
。
ま
た
駐
留
品
と
し
て
酪
．

駝
や
馬
の
土
偶
が
で
た
こ
と
は
、
従
来
唐
墨
ま
で
知
ら
れ
て
い
た
こ
れ
ら
の

遺
品
が
、
購
ま
で
遡
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
ま
た
磁
器
の
碗
は
薄
手
の

褐
色
を
し
た
も
の
で
、
階
代
に
も
非
常
に
優
れ
た
磁
器
の
あ
る
こ
と
が
知
ら

れ
た
。

　
以
上
の
認
識
は
、
正
し
い
も
の
で
定
論
に
な
っ
た
も
の
も
あ
れ
ば
、
聞
違

っ
て
い
て
後
に
修
正
を
要
し
た
も
の
も
あ
る
。
そ
の
こ
と
は
後
に
な
っ
て
、

次
第
に
判
弱
し
て
来
た
の
で
あ
り
、
今
臼
の
知
識
か
ら
み
れ
ば
至
極
平
凡
な
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も
の
で
も
、
こ
れ
を
発
見
し
た
当
時
に
お
い
て
は
驚
異
に
値
す
る
も
の
で
あ

っ
た
。

第
二
章
　
第
四
次
よ
り
第
七
次
ま
で
の
発
掘

　
第
三
次
発
掘
の
終
了
後
、
止
む
を
得
な
い
事
情
の
た
め
、
次
年
度
の
安
瀬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

発
掘
は
中
止
と
な
り
、
代
っ
て
、
中
央
研
究
院
は
山
東
城
子
崖
の
竜
出
文
化

の
遺
跳
を
発
掘
し
た
が
、
こ
れ
が
爾
後
の
安
陽
の
調
査
に
重
要
な
影
響
を
与

え
た
。
た
と
え
ば

　
一
、
城
子
崖
で
は
、
秀
土
か
ら
な
る
城
壁
が
発
見
さ
れ
た
が
、
安
陽
に
も

秀
土
の
城
壁
が
あ
る
か
ど
う
か
。

　
二
、
遺
物
と
し
て
、
城
子
崖
で
は
、
灰
陶
∵
黒
陶
・
無
字
ト
骨
が
あ
っ
た

が
、
安
陽
に
黒
陶
が
あ
る
か
ど
う
か
。

　
三
、
城
子
崖
で
の
層
位
は
、
下
層
が
竜
山
文
化
落
、
上
層
が
春
秋
時
代
層

の
両
層
で
あ
っ
た
が
、
安
陽
の
層
位
が
城
子
蟻
の
両
層
の
間
に
は
い
る
か
ど

う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

　
次
の
第
四
・
五
・
六
次
の
安
陽
発
掘
は
、
こ
の
薪
し
い
比
較
資
料
を
得
て
、

そ
の
燭
明
を
醸
的
と
し
て
実
施
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
発
掘
の
方
法
も
改
新
さ
れ
た
。
組
織
は
中
央
研
究
院
、
河
南
省
、
河
南
大

学
の
三
巻
が
綿
雲
で
行
な
う
こ
と
に
な
り
、
調
査
員
を
ふ
や
し
、
測
量
技
師
、

写
真
鼓
師
、
そ
の
他
の
狡
術
員
も
加
わ
っ
た
。
発
掘
本
薬
も
整
備
さ
れ
、
作

業
時
間
も
一
定
し
た
。
発
掘
地
点
は
A
か
ら
薮
ま
で
分
け
、
小
二
村
西
南
の

主
標
点
に
は
じ
ま
る
基
準
の
標
点
綱
を
つ
く
り
、
平
翻
（
金
薗
発
掘
）
地
点

は
一
〇
メ
ー
ト
ル
ご
と
に
、
雰
平
翻
地
区
は
三
〇
メ
ー
ト
ル
ご
と
に
線
を
い

　
　
　
　
　
　
　
ユ
　
　
ゆ
ヨ

れ
、
ト
レ
ン
チ
も
A
B
と
い
う
符
号
を
つ
け
、
方
位
も
こ
れ
ま
で
の
太
陽
の

方
向
に
よ
る
方
法
を
改
め
て
、
磁
石
の
方
位
を
採
用
し
た
。

　
記
録
法
も
一
定
さ
せ
た
。
た
と
え
ば
、
ト
レ
ン
チ
の
位
澄
は
、

AIO
N80

E50
B2

E90

N3e

A
地
区
の
第
一
〇
ト
レ
ン
チ
の
南
北
坑
で
、
そ
の
西
南
隅
は

標
準
点
よ
り
北
へ
八
○
メ
ー
ト
ル
・
東
へ
五
〇
メ
ー
ト
ル
の

と
こ
ろ
に
あ
る
。

β
地
区
の
第
ニ
ト
レ
ン
チ
は
、
標
準
点
よ
り
東
へ
九
〇
メ
ー

ト
ル
、
北
へ
三
〇
メ
ー
ト
ル
の
と
こ
ろ
に
あ
る
。

　
鵬
土
晶
の
位
置
は
、
各
ト
レ
ン
チ
の
西
南
隅
を
基
準
に
し

て
、
そ
こ
か
ら
北
へ
κ
メ
ー
ト
ル
、
東
ヘ
ツ
メ
…
ト
ル
、
深

さ
g
メ
ー
ト
ル
で
示
す
。

　
そ
の
他
、
遺
物
の
登
記
・
編
号
・
梱
勉
な
ど
も
整
備
さ
れ
た
。

ζし

蒐 中

心
地
帯

の

小
塚

で
は

1

遺
」止

は

地
上
の

基
土止

と

地
下
の

穴

に

大
別
さ

な
る

。

以
上
の

四
圓

の

調
査
Ci：

お
け
る

重
要
な

発
見⑦
を

要
約
衝
2

盗
考
に
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．安陽響古概観（石環麹）

　　　

次い也点分区及四 人 外縁　劃 己き日 ア
ト鯉

4

1931年

　春

5

1931年

　秋

6

1932年

　春

　7

1932年

　秋

小　　屯

四盤磨

後　　岡

小　　屯

後　　岡

小　　屯

高井台子

侯家荘

王裕口
を｝三㌶芝！j、荘

小　　屯

ぼ
D
　
ρ
り
　
9
　
0
　
2
　
0
Q

9
9
9
研
2
1
り
0
2

A
B
C
D
E
支

145処

謙）・・

主持：李済　1

中央研究院　8

河南猶　　　5

河南大学　　2

16人

呉金鼎

3月21日
　e
5月ll日

52日

4月16H
　e
4月30E1

15日

il’re／／’）2sl）．，．

　北

永思補
外

B　41
E　29
F　　7
支　　16

93

爽南

西南　20坑

西北

ー
ワ
翻

3人

t

4月16日
　e
5月12顕

27日

三脚持…：董作三寳1

研究院　　　4

河南省　　　1

河齋大学　　2

清華大学　　王

難陽子政府　2

ユ1入

主持：梁思．永1

他　　　　　3

　　　　　4入

B　22
E　6e

82

1懸

一区　　9坑

南北　110m

A　16
B　38
C　54
E　89

197

鑑査李済　1
研究院　　　6

河南省　　　1

河南大学　　1

9人

呉金鼎

他 －
1
2人

李済

呉金｝iil・

主持：李済　1

研究院　　　3

河南省　　　1

5入

11月1日
　？
12月19日

11月10日

　1
12月4日

4月1獅
　？
5月31　E1

2ケ月

4月8N
4月ユ6日

9臼

4残1螺
　e
5月エ5田

1ケ月

10月19日

　e
12月15日

約2ケ月

L形トレンチ

堆積は小屯と問じ

股代晩期蕩葬

分射式トレンチ

束：白点藏

南：白灰薦殿

西：灰土深

北：灰土浅

B区：全面発掘

E区：回忌調査

F区：略画

繭、鰍齢処，23司

藩南：三三層堆積

四大同標

　墓地の範囲清掃

　穴穿の輪郭追求

　贋序の確認

　上下層遺物の分清

一　
　
　
縞

　
　
　
一

　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
一

鞭岡に似た三文化矯

A区　観察

B区　清理

C区　線掘

E区　濁掘

ユ09　　（589）



　
基
祉
は
地
面
よ
り
高
く
版
築
土
か
ら
な
り
、
次
の
よ
う
な
種
類
が
あ
る
。

　
一
、
方
形
　
黄
土
賞
基

　
二
、
長
方
形

　
　
a
中
門
式
　
中
央
に
階
段
が
あ
る
。
大
型
。

　
　
b
隅
門
式
　
隅
に
階
段
が
あ
る
。
小
型
。

　
三
、
凹
字
形

　
穴
は
地
下
に
掘
り
こ
ん
だ
も
の
で
、
面
積
が
ひ
ろ
く
、
深
さ
の
浅
い
居
住

用
で
あ
る
。
形
に
二
種
あ
る
。

　
一
、
円
形
6
4
穴
は
、
径
一
〇
メ
ー
ト
ル
あ
り
、
外
周
に
聖
王
が
め
ぐ
っ
て

　
　
　
　
　
C

お
り
、
内
部
は
階
段
に
よ
っ
て
繊
毒
す
る
。

　
　
　
　
　
　
4
1

　
二
、
楕
円
形
1
6
穴
は
、
長
径
八
・
五
メ
…
ト
ル
、
短
径
三
メ
ー
ト
ル
、
深

　
　
　
　
　
　
E

さ
四
・
六
メ
…
ト
ル
あ
る
。

　
警
は
、
深
く
て
狭
い
貯
蔵
用
で
、
両
壁
の
脚
窩
を
利
用
し
て
禺
浴
す
る
。

一
、
円
形
鰯

　
　
　
　
　
　
　
ユ

　
ニ
、
長
方
形
　
1
8
は
、
地
爾
下
三
・
八
メ
ー
ト
ル
の
と
こ
ろ
に
上
嶽
が
あ

　
　
　
　
　
　
　
E

り
、
そ
の
大
き
さ
は
、
二
×
一
・
五
罪
…
ト
ル
、
深
さ
八
・
三
瓶
…
ト
ル
で

地
下
水
面
に
達
し
た
。
内
部
か
ら
五
七
種
の
遺
物
五
八
〇
一
件
が
で
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
エ

三
、
ヘ
チ
マ
形
田
は
小
型
で
、
中
央
？
ぼ
み
に
脚
窩
が
あ
．
・
。

　
こ
れ
ら
の
遺
祉
か
ら
の
出
土
遺
物
に
は
、
玉
器
・
石
器
・
陶
器
・
骨
角
器
・

具
殻
・
鋼
器
・
金
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
が
、
そ
の
う
ち
虎
の
頭
骨
・
象
の
下

顎
骨
●
鯨
の
肩
騨
骨
・
有
無
麗
頭
骨
な
ど
が
ど
ぐ
に
注
昌
さ
れ
る
“

　
股
擁
の
西
側
地
帯
に
あ
た
る
四
盤
磨
村
で
は
、
墓
轟
が
発
見
さ
れ
、
鋼
羅
・

陶
器
の
爵
・
瓢
を
出
し
た
が
、
こ
れ
ら
の
墓
は
股
代
の
灰
層
を
け
ず
っ
て
い

る
の
で
、
小
屯
期
よ
り
晩
い
と
み
ら
れ
る
。

　
董
裕
口
の
北
、
窪
家
小
荘
の
東
の
と
こ
ろ
を
発
掘
し
て
、
墓
八
基
を
発
見

し
た
が
、
認
葬
繍
は
少
な
い
。
こ
こ
の
層
位
は
上
層
が
毅
櫨
の
時
代
、
下
層

は
黒
陶
文
化
に
近
い
時
代
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

　
外
醐
地
帯
と
し
て
、
後
圏
で
は
、
仰
紹
期
・
竜
康
期
・
股
商
期
の
三
層
が

あ
り
、
そ
の
上
か
ら
鯛
焼
墓
が
発
見
さ
れ
た
。
こ
こ
で
は
じ
め
て
発
見
さ
れ

た
白
灰
禰
は
竜
出
期
に
属
す
る
居
住
面
で
、
径
圏
メ
ー
ト
ル
、
中
央
に
径
一

メ
ー
ト
ル
の
焼
土
が
あ
る
。

　
高
井
台
子
（
侯
家
荘
）
で
は
、
抑
翻
式
陶
片
だ
け
を
繊
す
仰
翻
区
、
厚
手

の
黒
陶
を
出
す
黒
陶
区
、
灰
陶
・
黒
陶
・
紅
陶
が
三
履
に
重
な
っ
た
一
二
層
区

が
あ
り
、
穴
体
の
堰
積
は
後
岡
に
に
て
い
る
。

　
以
上
の
闘
点
か
ら
七
次
ま
で
の
調
査
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
な
っ
た
点
を
指

摘
す
る
と
、

　
｝
、
般
人
が
到
来
す
る
以
前
の
安
中
に
は
、
仰
紹
文
化
人
と
竜
山
文
化
人

が
篇
首
し
て
お
り
、
堆
上
層
の
身
網
か
ら
み
て
、
そ
れ
は
か
な
り
長
期
に
わ

た
っ
て
い
た
と
み
ら
れ
る
。
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二
、
繁
三
次
ま
で
の
観
察
の
修
正
と
し
て
、
安
陽
の
文
化
層
は
洪
水
に
よ

っ
て
堆
積
し
た
と
解
釈
さ
れ
て
い
た
が
、
層
内
に
波
浪
痕
が
あ
る
と
い
っ
て

い
た
の
は
、
実
は
版
築
の
際
の
秀
打
痕
で
あ
っ
た
こ
と
が
判
明
、
水
害
説
は

否
定
さ
れ
る
に
至
っ
た
。

　
三
、
愚
人
の
住
居
に
つ
い
て
は
、
地
下
の
穴
思
と
地
上
の
憩
室
の
二
種
が

存
在
す
る
が
、
殴
の
末
世
は
穴
居
か
ら
筥
窒
へ
移
る
過
渡
期
と
み
と
め
ら
れ

る
。
宮
室
は
版
築
の
基
祉
の
上
に
建
て
ら
れ
た
も
の
で
、
そ
の
う
ち
黄
土
で

築
か
れ
た
基
祉
は
、
宮
殿
中
で
も
最
も
墨
田
な
建
物
と
し
て
、
明
堂
か
宗
廟

で
は
な
か
っ
た
か
と
み
ら
れ
る
。

　
四
、
鋳
冶
に
つ
い
て
は
、
実
物
の
銅
器
の
ほ
か
に
鋳
釧
萢
が
娼
製
し
て
い

る
の
で
、
実
際
に
満
人
が
鋳
治
し
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
ま
た
金
細
工

も
お
こ
な
わ
れ
た
。
」

　
五
、
出
土
遺
物
に
よ
っ
て
、
回
国
の
対
外
交
通
や
雁
好
の
様
子
が
し
ら
れ

る
。
£
区
か
ら
繊
た
鯨
骨
は
棄
海
と
の
交
通
を
階
示
す
る
し
、
象
や
緑
青
石

は
熱
帯
の
産
物
で
あ
る
。
ま
た
虎
の
頭
蓋
骨
が
出
て
い
る
の
で
、
遇
晴
猛
獣

狩
が
お
こ
な
わ
れ
た
こ
と
も
し
ら
れ
る
。
甑
や
爵
の
娼
土
は
、
股
人
が
瀬
を

妊
ん
だ
こ
と
を
意
味
し
、
陶
項
や
事
理
は
音
楽
も
か
な
り
進
ん
で
い
た
こ
と

を
示
し
て
い
る
。

第
三
章
　
第
八
次
お
よ
び
第
九
次
の
発
掘

　
門
、
濤
票
の
発
掘
が
安
陽
調
査
に
与
え
た
影
響

　
第
七
次
の
発
掘
後
、
毅
櫨
の
調
査
は
し
ば
ら
く
停
止
し
た
。
源
因
は
入
員

の
不
足
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
安
陽
で
七
鳳
、
城
子
巌
で
も
二
曲
の
発
掘
を
お

こ
な
っ
た
の
で
、
謁
土
晶
は
多
く
な
り
、
そ
れ
ら
を
整
理
す
る
人
員
を
必
要

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

と
し
た
。
安
直
第
六
回
の
発
掘
中
、
呈
露
辛
村
の
発
掘
を
は
じ
め
た
の
で
、

安
陽
と
辛
村
の
発
掘
お
よ
び
出
土
贔
の
整
理
と
い
う
風
に
，
作
業
が
三
分
さ

れ
た
た
め
に
人
員
の
不
足
を
来
し
た
の
で
あ
る
。
溶
県
は
陸
地
で
あ
り
、
墓

．
地
の
発
掘
は
開
始
す
れ
ば
最
後
ま
で
続
け
な
け
れ
ば
危
険
で
あ
る
。
安
置
は

遺
跡
の
発
掘
で
あ
り
、
い
つ
で
も
仕
事
を
す
る
こ
と
が
出
来
る
と
考
え
た
の

で
あ
る
。
安
陽
と
藩
県
と
は
別
の
遺
跡
で
あ
る
が
、
溶
県
の
発
掘
が
安
陽
の

調
査
に
及
し
た
影
響
が
非
常
に
大
き
い
の
で
、
そ
の
こ
と
を
こ
こ
で
論
述
し

た
い
と
お
も
う
。

　
ま
ず
、
中
閣
の
考
古
学
的
研
究
に
お
い
て
重
要
な
鍵
で
あ
る
秀
土
に
つ
い

て
は
、
こ
れ
ま
で
城
子
崖
と
安
陽
の
発
掘
に
よ
っ
て
、
二
つ
の
用
途
が
あ
き

ら
か
に
さ
れ
た
。

　
銘
一
に
秀
土
の
城
壁
は
、
城
子
崔
の
発
掘
で
は
じ
め
て
知
ら
れ
た
。
し
か

し
、
上
潜
に
は
あ
っ
た
が
、
下
の
竜
山
期
の
層
に
は
秀
土
の
城
壁
は
な
か
っ
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た
。

　
城
子
崖
の
発
掘
後
、
股
櫨
の
発
掘
を
継
続
し
た
が
、
そ
の
ひ
と
つ
の
湊
的

は
、
重
土
城
壁
の
発
見
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
果
せ
な
か
っ
た
が
、
そ
の
代
り

に
葬
常
に
立
派
な
基
祉
を
発
晃
し
た
。
股
代
に
お
け
る
秀
土
城
壁
の
有
無
は

今
な
お
不
関
で
あ
る
。

　
次
に
、
墓
に
も
秀
土
の
あ
る
こ
と
が
溶
梨
の
調
査
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ

れ
た
。
溶
県
の
停
車
場
か
ら
辛
村
ま
で
の
路
は
粥
期
に
は
川
に
な
る
旛
五
～

六
メ
ー
ト
ル
の
路
溝
で
あ
る
。
こ
の
州
岸
は
～
ニ
メ
…
ト
ル
の
髭
に
な
っ
て

い
る
。
酉
方
に
は
黒
山
が
あ
り
、
坂
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
路
溝
と
坂
の
崖

は
天
然
の
ト
レ
ン
チ
を
な
し
て
お
り
、
地
眉
下
の
状
態
の
観
察
で
は
、
深
さ

㎝
○
数
メ
ー
ト
ル
で
縮
も
　
○
数
メ
ー
ト
ル
に
お
よ
ぶ
秀
土
の
層
が
発
蒐
さ

れ
た
が
、
そ
の
券
土
を
穿
っ
て
穴
居
し
た
痕
跡
が
み
と
め
ら
れ
、
今
で
も
穴

居
し
て
，
い
る
人
が
い
る
。

　
こ
れ
ま
で
、
秀
土
が
基
赴
と
城
島
の
二
つ
に
使
わ
れ
て
い
た
と
い
う
知
識

を
も
っ
て
、
こ
こ
の
秀
土
に
対
し
て
も
二
つ
の
違
っ
た
鯉
釈
が
生
じ
た
。
河

爾
省
政
階
か
ら
安
陽
の
発
掘
に
派
遣
さ
れ
考
古
学
的
知
識
も
恩
怨
持
っ
て
い

た
馬
非
齎
は
、
当
地
が
用
に
臨
ん
で
お
り
、
雨
期
に
は
水
が
流
れ
る
と
い
う

環
境
と
、
か
か
る
大
き
な
秀
土
層
は
域
子
巌
に
も
安
陽
に
も
見
当
ら
な
か
っ

た
と
い
う
経
験
か
ら
、
こ
れ
が
川
の
堤
で
あ
る
と
主
張
し
、
わ
れ
わ
れ
は
こ

れ
を
馬
公
堤
と
称
し
た
。
一
方
溶
県
発
掘
調
査
の
主
任
で
あ
る
郭
宝
鈎
は
、

こ
こ
の
堆
積
は
秀
土
の
方
が
先
で
、
用
の
流
れ
が
あ
と
に
で
き
て
い
る
か
ら
、

堤
で
な
く
墓
で
あ
る
と
主
張
し
、
わ
れ
わ
れ
は
こ
れ
を
郭
公
墓
と
呼
ん
だ
。

こ
の
爾
説
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
賛
成
す
る
人
が
相
半
ば
し
て
い
た
。
そ
こ
で
、

長
さ
一
〇
メ
ー
ト
ル
・
幅
一
一
メ
…
ト
ル
の
ト
レ
ン
チ
を
掘
っ
た
と
こ
ろ
、

銅
黄
が
眠
土
し
た
。
堤
に
父
を
埋
め
る
筈
は
な
い
か
ら
、
こ
れ
は
馬
潔
癖
で

は
な
く
郭
公
鳥
の
方
が
正
し
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
か
く
て
、
秀
土
に
は
、

壁
・
魚
群
・
韮
の
置
つ
の
場
合
が
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
溶
県
の
墓
は
三
種
類
に
分
た
れ
る
。
一
つ
は
大
慕
で
、
脳
室
の
外
に

二
つ
の
墓
道
が
あ
る
も
の
と
、
直
道
の
全
く
な
い
も
の
と
が
あ
る
。
二
は
小

感
で
あ
る
。
額
面
を
欠
き
、
長
さ
二
～
三
メ
ー
ト
ル
、
六
一
～
ニ
メ
ー
ト
ル

程
度
の
も
の
で
、
鋼
器
を
副
轟
す
る
も
の
と
、
土
器
を
調
葬
す
る
も
の
と
が

あ
る
。
三
は
車
馬
坑
で
あ
る
。
地
面
下
の
深
さ
は
、
大
墓
で
之
迄
メ
ー
ト
ル
、

車
馬
坑
は
三
～
五
メ
…
ト
ル
、
小
墓
は
約
五
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。
墓
の
種
類

を
問
わ
ず
、
墓
の
内
都
は
み
な
秀
土
か
ら
な
っ
て
い
る
。
か
く
て
、
わ
れ
わ

れ
は
下
土
に
対
す
る
認
識
を
あ
ら
た
に
し
、
第
八
次
発
掘
以
後
は
、
墓
肚
の

ほ
か
に
墓
を
も
秀
土
層
中
に
求
め
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
二
、
各
漏
話
の
状
態

　
第
八
次
・
第
九
次
の
二
回
の
調
査
で
五
ヶ
所
を
発
掘
し
た
が
、
そ
の
う
ち

四
盤
磨
は
墓
が
一
基
あ
っ
た
だ
け
で
あ
る
か
ら
今
圃
は
ふ
れ
な
い
。

　
　
小
屯
遺
跡
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含 言己事包期日員次1地点i分区署坑1人
閤坑股代基肚

股代穴
竜山穴

墓股

灰土股墓

1明2G溺
　　e

12刃25麟

　　67　H闘

　11月15H
　　　e

34年1月3H
　1ノ彗15～24E1

11月15N
　　l

11月21N

主持：郭1

塗方　　4

雀方　　1

D：136坑屯小

譲ll｝57

2

後

盤磨西

S

1933年

　　．秋

穴馬

3月9B
　　e

3月3G霞

主持：董1

撃方　　4

省方　　1

墓殿

整商文化層

竜山文化懸

墓19職圏文化暦

齢商文化層

3月15H
　l
5月22B

4月3眼
　e
5月22日

4月2日
　　？

5月31日

約2ケ

D：4
E：1
G：23

　露

藷匿｝35

三宿

岡後

8
武官
爾覇台

1／rELIIi20侯家荘
衛　地

9

1934年

　　春

　
A
　
層
位
　
　
基
本
現
象
と
し
て
、
非
常
に
明
瞭
な
二
回
目
層
の

区
別
を
確
認
し
た
が
、
上
が
殿
商
文
化
層
、
下
が
竜
山
文
化
層
で
あ

る
。

地
層
の
要
素
と
し
て
は
、
秀
土
・
灰
褐
土
・
楊
土
・
官
地
の
穴
・

竜
山
期
の
穴
・
階
唐
墓
の
六
つ
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
諸
要
素
の
重
後

関
係
は
次
の
様
で
あ
る
。

①
上
に
出
土
、
下
に
股
穴
が
あ
る
。

⑨
上
に
秀
土
、
下
に
竜
山
期
の
穴
が
直
接
に
重
な
り
あ
っ
て
い
る
。

③
上
に
灰
褐
土
、
下
が
竜
田
期
の
穴
。

④
上
に
股
穴
、
下
に
灰
掲
色
土
が
あ
る
。

⑤
上
は
秀
土
、
下
は
褐
色
の
生
土
層
で
あ
る
。

⑥
股
代
の
轡
が
横
に
あ
り
、
そ
の
隣
り
に
上
に
秀
土
、
下
に
股
代
の

穴
が
層
を
な
し
て
い
る
。

⑦
横
に
股
穴
が
あ
り
、
隣
り
合
っ
て
股
穴
（
下
）
と
秀
土
（
上
）
と
が

層
を
な
し
て
い
る
。

⑧
上
か
ら
券
土
・
股
穴
・
竜
由
穴
と
三
層
を
な
す
。

⑨
上
層
が
階
唐
墓
、
中
層
が
秀
土
、
下
層
が
四
穴
。

⑩
階
唐
墓
が
股
穴
の
上
に
直
接
接
し
て
い
る
。

⑪
上
に
階
唐
墓
が
あ
り
、
直
接
掲
色
土
に
接
し
て
い
る
。

以
上
を
統
合
す
る
と
、
三
大
層
序
の
存
在
を
知
る
。
一
番
上
が
階
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素
論
で
あ
る
。
中
層
の
霜
穴
・
股
の
讐
・
股
代
灰
福
土
層
な
ど
は
股
商
文
化

層
で
あ
る
。
竜
山
期
の
穴
は
、
下
層
の
竜
山
文
化
層
で
あ
る
。

　
B
　
基
と
礎
　
　
基
は
家
を
建
て
る
土
台
で
あ
る
。
今
圃
の
発
掘
で
蒸
に

三
型
式
あ
る
の
を
発
見
し
た
。
券
土
で
た
た
き
固
め
た
基
礎
、
灰
褐
色
土
の

基
礎
、
そ
れ
よ
り
硬
い
硬
褐
色
土
の
基
礎
で
あ
る
。

　
礎
に
は
、
秀
土
製
・
石
製
・
銅
製
の
三
種
類
が
あ
り
、
秀
土
製
の
も
の
は

長
方
形
ま
た
は
方
形
の
壕
に
な
っ
て
い
る
。
石
礎
は
天
然
の
石
塊
を
使
っ
て

い
て
、
径
約
王
○
セ
ン
チ
の
大
き
さ
で
あ
る
。
苫
舟
に
は
三
型
式
が
あ
る
。

一
つ
は
上
封
下
凹
の
瓶
蓋
形
で
、
柱
が
乗
っ
た
時
安
定
す
る
。
第
二
は
円
形

丸
底
の
鋳
造
品
で
、
断
面
は
鍋
形
を
し
て
い
る
。
第
三
は
大
き
な
銅
器
の
破

片
を
利
用
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
こ
の
う
ち
、
秀
土
の
礎
は
比
較
的
少
な
く
基
鮭
の
外
方
に
あ
る
が
、
石
礎

と
銅
礎
と
は
基
祉
の
内
面
に
あ
る
。
銅
礎
は
石
礎
の
上
に
乗
っ
て
い
る
場
含
、

石
礎
の
横
に
並
ん
で
い
る
こ
と
も
あ
る
。
鋼
礎
と
石
礎
が
上
下
に
な
っ
て
い

る
方
が
多
い
。
後
者
が
原
状
の
ま
ま
を
示
し
て
い
る
の
か
、
こ
ろ
が
っ
た
の

か
わ
か
ら
な
い
。

　
柱
は
、
勢
土
徽
・
石
礎
・
鞍
馬
の
そ
れ
ぞ
れ
の
上
に
見
ら
れ
る
が
、
焼
け

て
炭
化
し
た
痕
跡
や
焼
け
残
り
の
実
物
も
あ
る
。
最
長
の
例
は
五
〇
セ
ン
チ

だ
が
、
短
か
い
も
の
が
多
い
。

　
墓
と
礎
と
の
関
係
は
三
種
あ
る
。
甲
四
・
甲
一
一
基
蛙
の
よ
う
に
礎
が
慕

肚
の
内
周
に
並
ん
で
い
る
も
の
と
、
甲
ご
　
基
祉
の
よ
う
に
基
祉
の
外
側
を

勝
っ
て
い
る
も
の
と
、
礎
の
全
く
な
い
も
の
と
で
あ
る
。
，
前
の
二
種
類
は
、

今
日
の
住
宅
に
お
い
て
も
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
第
三
の
礎
石
の
な
い

も
の
は
、
基
祉
が
耕
作
な
ど
で
削
平
さ
れ
た
際
に
除
去
さ
れ
た
の
か
も
知
れ

な
い
。

　
最
大
の
基
礎
は
、
一
〇
鯉
の
像
型
を
も
ち
、
長
さ
が
四
六
・
七
メ
ー
ト
ル
、

幅
が
「
0
・
七
メ
ー
ト
ル
あ
る
。

　
C
　
殿
商
期
と
竜
山
期
の
異
同
　
　
こ
の
こ
つ
の
遺
跡
の
様
子
は
非
常
に

異
な
り
、
股
商
文
化
層
が
遺
物
を
多
く
包
含
す
る
の
に
対
し
、
竜
山
期
に
は

ほ
と
ん
ど
含
ま
れ
て
い
な
い
。
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段
が
あ
る

あ
る

あ
る

あ
る

あ
る

ト
辞
が
あ
る

人
間
の
体
の
様
な
石
の
彫
刻

ド
r
繁
B
こ
漁
H
5

」
グ
f
～
奉
工

鳥
形
静
野
が
あ
る

多
様
な
形
に
加
工

象
嵌
に
使
用

小
さ
く
浅
い

階
毅
が
な
い

な
い

な
い

な
い

ト
骨
の
み
で
ト
甲
は
な
い

ト
を
し
た
跡
の
み
で
ト
字
は
な
い

粗
末
な
石
刀
の
み

諜
常
に
旗
挙

鋸
状
の
錐
ら
し
い
も
の

簡
単
な
畔
刀
の
み



　
　
　
　
後
岡

　
　
　
後
岡
で
は
、
こ
れ
ま
で
に
二
一
の
発
掘
調
査
が
お
こ
な
わ
れ
た
が
、
こ
の

　
　
第
八
次
・
第
九
次
の
両
回
の
発
掘
に
お
い
て
、
三
文
化
層
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

　
　
遺
物
を
出
土
し
た
こ
と
以
外
に
、
大
墓
と
小
墓
よ
り
な
る
股
墓
の
発
見
が
重

　
　
要
で
あ
る
。

　
　
　
小
君
は
皇
基
を
調
査
し
た
が
、
そ
の
う
ち
形
の
わ
か
る
も
の
は
三
基
で
あ

　
’
る
。
構
造
は
簡
単
で
、
棺
が
内
側
に
、
榔
が
外
側
に
あ
り
、
脚
下
に
腰
坑
が

　
　
あ
る
。
男
鹿
に
は
狗
を
埋
め
、
棺
に
は
人
を
叡
め
る
。
樵
と
榔
と
の
間
に
副

　
　
薯
型
お
き
、
工
層
台
に
は
殉
葬
者
を
お
く
。
墓
形
の
明
瞭
な
、
、
の
も
盗
掘

　
　
に
あ
っ
て
お
り
、
丁
丁
品
と
し
て
は
銅
麟
一
個
が
出
土
し
た
の
み
で
あ
っ
た
。

　
　
H
2
！
B
号
墓
に
お
い
て
は
、
殉
葬
は
南
側
と
西
側
に
傭
身
葬
さ
れ
て
い
た
。

　
　
　
ヨ

　
　
棺
も
人
骨
も
腐
敗
し
て
し
ま
い
、
痕
跡
を
残
す
だ
け
で
あ
る
。
榔
の
角
材
は

　
　
井
桁
に
つ
み
あ
げ
て
あ
る
。

　
　
　
墓
形
の
不
明
の
も
の
は
非
常
に
浅
く
、
わ
ず
か
に
三
i
四
セ
ン
チ
の
表
土

鋤
を
は
ぐ
と
、
婁
ど
が
坐
す
．
。
。
も
と
も
ξ
偏
ん
な
に
浅
い
も
の
で
は
な

㈱
－
、
上
部
が
失
わ
れ
た
の
で
・
・
．
鋼
騨
欝
．
墾
．
鎮
．
鐡
の
播

観
　
の
遺
物
が
出
た
。

概古
　
　
大
墓
は
第
八
次
の
調
査
の
お
わ
り
頃
に
発
見
さ
れ
た
。
す
で
に
盗
掘
を
う

考
　
け
て
い
た
が
、
安
陽
第
一
の
大
墓
で
あ
る
の
で
、
齎
を
も
や
し
氷
雪
と
た
た

陽安
　
か
い
な
が
ら
、
翌
年
ま
で
調
査
を
継
続
し
た
。
第
八
次
の
調
査
の
延
長
で
榔

土
器

文
様

大
部
分
が
灰
色
で
紅
色
の
も
の
も

あ
る

黒
｛
亀
は
非
㍊
傷
に
少
い

厚
手

願
文

太
い
縄
濡
文

方
丁
文
（
方
淑
の
線
を
糠
劇
、
内

側
が
突
出
す
る
）

黒
色
と
灰
色

薄
手

編
の
広
い
条
文

細
い
縄
掌
文

方
格
文
（
方
眠
の
線
皿
が
陽
刻
、
真

中
の
部
命
が
へ
こ
む
）

室
を
、
第
九
次
の
調
査
で
唱
道
を
発
掘
し
た
。
盗
掘
者
は
葬
常
に
う
ま
く
無

駄
な
く
丸
い
穴
を
穿
っ
て
濃
墨
を
ほ
り
あ
て
、
副
葬
晶
は
す
べ
て
失
わ
れ
て

い
た
。
彼
等
が
ほ
り
の
こ
し
た
四
隅
に
二
七
個
の
頭
蓋
骨
が
発
見
さ
れ
た
。

　
毅
の
構
造
は
、
亜
字
型
の
控
室
で
、
南
北
七
メ
…
ト
ル
、
東
西
六
．
三
四

ー
ト
ル
、
榔
室
の
底
ま
で
の
深
さ
八
・
五
メ
ー
ト
ル
、
影
写
の
深
さ
○
．
五

メ
ー
ト
ル
、
念
計
九
メ
ー
ト
ル
で
地
下
水
の
水
位
に
達
す
る
。
腰
塊
は
、
智

北
一
・
ニ
メ
ー
ト
ル
、
東
西
一
・
一
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。

　
出
合
三
道
は
、
長
さ
が
一
一
・
六
メ
ー
ト
ル
、
幅
が
二
．
五
五
メ
…
ト
ル
、

階
段
が
二
三
段
あ
る
。
南
遠
道
は
長
さ
が
二
〇
メ
ー
ト
ル
、
幅
が
二
．
二
五

メ
…
ト
ル
・
坂
道
に
な
っ
て
お
り
、
車
呉
が
幽
輸
し
た
。
そ
れ
は
方
頓
頭
と

円
槙
頭
の
二
種
類
で
、
円
槙
頭
の
と
こ
ろ
に
方
横
頭
が
は
ま
る
こ
と
が
わ
か

っ
た
。
後
世
の
轄
に
騎
乗
す
る
。

南
覇
台
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二
河
を
は
さ
ん
で
、
北
に
属
望
台
、
南
に
四
盤
磨
村
が
あ
る
。
こ
の
繭
覇

台
は
三
方
が
砂
地
で
、
な
だ
ら
か
に
な
っ
て
い
る
が
、
桓
河
は
も
と
も
と
雪

膚
台
の
北
側
を
鱒
旨
し
て
流
れ
て
い
た
。
清
朝
初
期
に
四
基
の
製
粉
場
が
設

け
ら
れ
て
い
た
の
で
、
四
盤
磨
村
と
よ
ば
れ
た
。
後
に
里
雪
が
河
道
を
変
じ
、

南
尊
台
の
南
を
真
鷹
ぐ
東
へ
流
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
甲
骨
が
出
土
し
た
地

点
は
少
し
高
い
と
こ
ろ
で
範
囲
が
非
常
に
せ
ま
い
の
で
、
十
字
型
ト
レ
ン
チ

だ
け
で
十
分
遺
跡
の
状
態
が
把
握
さ
れ
た
。

　
こ
こ
の
文
化
層
は
、
小
屯
と
同
様
で
、
上
層
が
魚
商
文
化
、
下
層
が
竜
山

文
化
溜
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
豪
商
文
化
層
に
は
穴
が
あ
り
、
す
で
に

盗
掘
を
う
け
た
纂
が
あ
る
。
竜
山
期
に
は
灰
色
上
輝
が
あ
る
だ
け
で
、
穴
の

痕
跡
は
な
い
が
、
遺
物
は
多
く
ふ
く
ま
れ
て
い
た
。
調
査
し
た
お
り
は
、
当

地
が
人
間
の
築
き
あ
げ
た
人
工
の
も
の
か
、
そ
れ
と
も
自
然
の
も
の
か
が
問

題
で
あ
っ
た
が
へ
竜
由
期
の
遺
物
が
繊
土
し
た
の
で
、
竜
山
期
以
前
か
ら
存

在
し
た
自
然
の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
河
流
の
綱
曲
部
の
内
側
を

轡
と
よ
び
、
反
対
側
の
突
出
部
を
鵬
と
よ
ぶ
が
、
河
流
が
磐
混
せ
ず
に
直
流

す
る
と
、
こ
の
嚇
の
突
出
部
分
が
残
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
様
に
し
て
形
成

さ
れ
た
自
然
の
岡
で
、
入
館
の
堆
積
で
は
な
い
。

侯
家
荘
心
地

こ
こ
も
、
他
の
地
点
と
同
様
に
譲
状
台
地
で
あ
る
。
小
業
で
は
北
と
東
が

河
に
罪
し
て
い
た
が
、
侯
家
荘
で
は
西
と
南
が
河
で
あ
る
。
河
は
ゆ
る
や
か

で
あ
る
。
侯
家
荘
の
西
側
の
渡
、
河
に
面
し
た
と
こ
ろ
は
五
メ
ー
ト
ル
の
崖
に

な
っ
て
お
り
、
北
側
は
砂
地
、
南
側
は
絶
壁
で
あ
る
。
小
屯
の
発
掘
中
に
洪

家
荘
南
地
で
有
鞍
骨
の
幽
土
を
聞
き
、
人
を
遣
し
て
試
掘
さ
し
た
と
こ
ろ
果

し
て
出
土
し
た
の
で
、
小
序
の
発
掘
を
中
止
し
、
調
査
員
を
侯
家
荘
に
集
中

し
た
。
侯
家
学
を
棄
西
二
区
に
区
分
し
、
西
区
は
南
の
方
へ
、
東
区
は
北
の

方
へ
発
掘
を
す
す
め
た
。
遺
跳
は
広
大
で
あ
る
が
、
発
掘
し
た
範
囲
は
棄
西

一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
、
南
北
二
五
〇
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。

　
渓
家
荘
の
文
化
層
は
比
較
的
簡
単
で
あ
り
、
上
層
は
戦
国
時
代
の
文
化
層
、

下
慰
は
感
情
期
の
文
化
層
で
あ
る
。
上
層
は
う
す
く
遺
物
も
包
含
さ
れ
て
い

な
い
。
そ
こ
で
下
層
に
つ
い
て
遺
物
と
遺
跡
に
分
っ
て
論
述
す
る
。

　
股
雨
期
の
遺
跡
に
は
次
の
如
き
も
の
が
あ
る
。

　
基
肚
　
三
綴
所
あ
る
。

　
穴
円
形
・
長
方
形
・
楕
円
形
・
不
規
則
形
。
直
径
五
～
六
メ
ー
ト
ル
、

深
さ
約
閥
メ
ー
ト
ル
。

　
讐
　
　
円
形
の
も
の
は
、
径
約
ニ
メ
ー
ト
ル
、
深
さ
約
閤
メ
ー
ト
ル
。
長

方
形
の
も
の
は
、
長
さ
一
・
八
メ
ー
ト
ル
、
輻
一
メ
ー
ト
ル
、
深
さ
は
地
下

水
面
に
達
す
る
。

　
墓
　
　
大
墓
と
小
墓
が
あ
る
。
小
墓
は
｛
八
基
、
後
陣
の
も
の
と
ほ
ぼ
同

じ
で
あ
る
。
大
毒
は
一
墓
の
み
で
、
後
岡
の
も
の
に
比
し
て
小
さ
い
。
完
全
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⑪

に
盗
掘
さ
れ
、
遺
物
は
残
っ
て
い
な
か
っ
た
が
、
一
塊
の
花
土
が
あ
っ
た
。

こ
の
花
土
の
文
様
は
竜
形
と
星
形
で
、
赤
と
白
の
二
色
で
あ
る
。

　
券
土
穴
、
基
祉
と
穴
と
を
合
せ
た
様
な
も
の
が
一
億
あ
る
。
真
申
の
穴
の

外
囲
が
秀
土
で
、
長
径
が
四
～
五
メ
ー
ト
ル
あ
る
。
境
土
の
部
分
に
は
礎
石

が
あ
る
が
、
そ
の
位
置
は
後
人
に
よ
っ
て
観
さ
れ
て
い
る
。
穴
中
か
ら
は
灰

土
と
陶
片
が
で
た
。
わ
れ
わ
れ
が
、
　
「
大
亀
七
二
」
と
よ
ん
で
い
る
も
の
が

繊
土
し
た
重
要
な
地
点
で
あ
る
。

　
遺
物
は
数
量
は
多
い
が
種
類
は
少
な
い
。

　
有
感
骨
は
四
〇
余
あ
り
、
有
字
源
は
、
い
わ
ゆ
る
大
亀
七
版
が
で
た
が
、

背
甲
一
偲
、
腹
甲
一
個
が
あ
る
。
盗
作
賓
の
研
究
に
よ
っ
て
、
康
丁
の
頃
の

一
人
の
史
官
に
よ
っ
て
か
か
れ
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

　
土
器
に
は
、
盆
・
孟
・
鰯
・
継
の
四
重
類
が
非
常
に
多
い
。
盆
は
、
灰
色

で
縄
鷲
文
の
あ
る
も
の
も
あ
る
。
孟
は
、
無
地
・
縄
驚
文
・
刻
文
以
外
に
乳

頭
を
と
も
な
う
も
の
も
あ
る
。
孟
の
陸
路
の
中
に
は
、
ま
ず
縄
糖
文
を
つ
け

て
お
き
、
あ
と
で
置
文
を
つ
け
、
さ
ら
に
刻
文
の
一
部
を
消
し
て
し
ま
う
と

い
う
手
の
こ
ん
だ
も
の
も
あ
る
。
繭
は
、
砂
質
灰
色
で
縄
窟
文
が
非
常
に
多

い
。
継
は
、
泥
質
赤
色
の
も
の
が
一
番
多
く
、
小
屯
で
は
少
量
で
あ
っ
た
の

に
対
し
、
侯
家
荘
で
は
非
常
に
多
か
っ
た
。

箆
八
次
と
第
九
次
の
調
査
の
要
点
を
ま
と
め
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

小仙南後匹遺
家覇 鑑跡

屯鏡台岡磨墨
じ
ソ
チ
塾

六
四 ○八九二

大
　
　
墓
　
　
小
　
　
墓

一一

八一六一

　
一
、
小
屯
の
周
辺
地
区
で
は
、
ど
こ
で
も
墳
墓
が
あ
る
の
に
対
し
、
小
屯

だ
け
に
は
な
い
。
そ
し
て
基
蛙
が
多
い
。
こ
れ
は
、
小
気
が
墓
地
で
は
な
く
、

宮
廟
の
地
で
あ
っ
た
こ
と
を
あ
き
ら
か
に
物
語
っ
て
い
る
。

　
二
、
漸
近
に
火
災
に
よ
っ
て
廃
棄
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。
先
述
の
銅
礎

を
と
も
な
っ
た
大
き
な
基
祉
に
は
、
赤
く
焼
け
た
土
の
薄
層
や
、
炭
化
し
た

柱
、
ま
た
銅
礎
の
周
囲
に
は
鋼
が
熔
け
て
で
き
た
小
さ
な
玉
な
ど
が
あ
る
。

東
西
の
二
柱
間
の
お
び
た
だ
し
い
炭
痕
は
、
梁
が
焼
け
お
ち
た
よ
う
に
お
も

わ
れ
る
。

　
三
、
甲
骨
は
、
以
前
に
は
小
帯
に
の
み
出
土
し
、
他
の
場
所
で
は
出
土
し

な
い
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
第
五
次
の
後
岡
の
発
掘
で
、
長
方

形
の
霧
か
ら
甲
骨
一
片
が
出
土
し
、
ま
た
第
九
次
の
侯
家
荘
望
地
の
発
掘
で
、

大
亀
心
誤
と
甲
骨
四
〇
片
あ
ま
り
を
発
見
し
た
の
で
、
小
斎
以
外
で
も
、
甲

骨
の
出
土
す
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

　
四
、
甲
骨
の
収
蔵
の
問
題
と
し
て
、
侯
家
荘
に
お
い
て
、
宇
骨
の
繊
土
地

点
か
ら
は
書
誤
が
出
土
せ
ず
、
牢
甲
の
幽
土
地
点
に
は
字
骨
の
な
い
こ
と
が
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知
ら
れ
た
。
両
者
の
出
土
地
点
間
の
距
離
は
そ
う
遠
く
は
な
い
が
、
異
る
場

所
に
収
蔵
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　
五
、
こ
の
二
回
の
発
掘
調
査
は
、
わ
れ
わ
れ
の
信
念
を
た
か
め
希
望
を
大

き
く
し
て
く
れ
た
。
東
向
き
の
大
き
な
覆
土
の
幕
祉
が
発
児
さ
れ
た
の
だ
か

ら
、
南
向
き
の
も
っ
と
大
き
な
基
準
が
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

　
三
岡
の
大
宝
は
、
跨
道
か
ら
開
道
ま
で
三
八
・
六
郷
…
ト
ル
を
こ
え
る
、

こ
れ
ま
で
知
ら
れ
た
安
陽
第
一
の
大
墓
で
あ
る
が
、
溶
県
辛
辛
の
衛
侯
墓
と

比
べ
る
と
小
さ
い
。
安
陽
は
、
股
の
帝
王
の
都
で
あ
り
、
帝
薫
塞
は
、
当
然

諸
侯
墓
よ
り
大
き
い
は
ず
で
あ
る
か
ら
、
後
岡
の
大
嵐
は
股
の
帝
王
墓
で
は

な
い
。

　
券
土
が
基
祉
や
墓
内
の
土
層
で
あ
る
こ
と
が
は
っ
き
り
し
、
ま
た
小
屯
で

よ
り
大
き
な
世
代
の
宮
殿
を
発
見
し
た
の
で
、
小
池
以
外
の
場
断
に
お
い
て
、

更
に
大
き
な
墓
の
発
見
の
可
能
性
を
も
つ
こ
と
1
9
～
な
っ
た
。
故
に
、
こ
の
二

回
の
発
掘
調
査
は
、
股
櫨
発
掘
の
歴
史
に
お
い
て
最
も
重
要
な
意
味
を
も
っ

て
い
る
の
で
あ
る
。

第
四
章
　
第
一
〇
次
か
ら
第
＝
一
次
ま
で
の
発
掘

　
こ
の
三
回
の
シ
ー
ズ
ン
に
は
西
北
岡
・
同
楽
塞
・
大
司
空
蝉
・
蔵
家
荘
の

四
個
所
を
発
掘
し
た
。
そ
の
う
ち
で
も
西
北
岡
が
最
も
電
要
で
あ
る
。

　
　
　
　
⑫

一
　
西
北
岡
の
鳥
緻

　
蔭
北
岡
は
小
聖
か
ら
西
北
へ
三
キ
ロ
、
駅
家
荘
・
武
官
村
か
ら
一
キ
ロ
北

に
あ
り
、
少
し
く
高
い
岡
に
な
っ
て
お
り
、
そ
の
高
低
差
は
三
メ
ー
ト
ル
で

あ
る
。
北
の
構
河
村
・
南
の
母
家
荘
・
武
官
村
・
西
の
秋
口
村
、
東
の
小
営

村
（
前
軍
子
と
後
宮
子
に
分
れ
て
い
る
）
に
翻
ま
れ
た
爽
西
翠
キ
ロ
・
南
北
三
キ

ロ
の
ひ
ろ
び
う
と
し
た
範
囲
で
あ
る
。
こ
の
平
地
の
豊
中
に
借
河
か
ら
侯
家

荘
・
武
富
村
へ
通
じ
る
道
路
が
一
本
あ
る
が
、
附
近
に
人
家
も
な
く
、
と
く

に
冬
な
ど
は
誰
一
人
通
る
者
も
な
い
さ
び
し
い
と
こ
ろ
で
、
そ
の
為
い
ろ
い

ろ
の
蟹
沢
が
語
ら
れ
て
い
る
。

　
昔
、
借
河
村
に
一
人
の
男
が
お
り
、
毎
朝
車
を
押
し
て
武
宮
村
を
通
り
安

陽
城
へ
野
菜
を
売
り
に
行
っ
て
い
た
。
あ
る
日
、
朝
早
く
超
き
、
野
菜
車
を

押
し
て
西
北
岡
ま
で
き
た
と
こ
ろ
、
光
が
き
ら
き
ら
輝
い
て
い
る
の
を
見
て
、

車
を
止
め
た
。
ま
だ
安
陽
城
ま
で
行
き
つ
い
て
い
な
い
の
に
、
人
が
大
勢
い

る
の
を
不
審
に
思
っ
た
が
、
こ
こ
で
野
菜
を
売
る
と
、
瞬
く
聞
に
全
部
売
れ

て
し
ま
っ
た
。
し
ば
ら
く
し
て
鶏
が
鳴
く
と
、
人
々
が
難
い
な
く
な
っ
て
し

ま
っ
た
。
夜
が
明
け
て
周
囲
を
見
ま
わ
す
と
、
あ
た
り
の
塚
の
上
に
い
ず
れ

も
一
握
り
の
野
葉
が
の
っ
か
っ
て
い
た
。
彼
は
は
じ
め
て
そ
こ
が
鬼
集
す
な

わ
ち
幽
霊
の
市
場
で
あ
る
こ
と
を
悟
り
、
爾
後
は
朝
口
く
そ
こ
を
通
っ
て
野

菜
を
売
り
に
行
く
の
を
や
め
て
し
ま
っ
た
。

　
こ
の
様
な
伝
説
が
ど
う
し
て
生
れ
伝
え
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は

こ
こ
に
塚
が
塁
々
と
し
て
あ
り
、
そ
の
墓
を
掘
る
と
多
く
の
人
骨
が
鵬
て
く

11S　（598）
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る
の
を
見
て
、
宋
以
前
の
人
々
が
こ
の
様
な
話
を
作
り
出
し
た
の
で
は
な
い

で
あ
ろ
う
か
。
か
く
て
、
西
北
岡
の
墳
墓
群
は
以
前
か
ら
知
ら
れ
て
い
た
と

考
え
ら
れ
る
。

　
西
北
岡
は
棉
畑
で
あ
る
が
、
そ
の
上
は
現
在
も
墓
地
に
な
っ
て
い
る
。
．
灌

概
用
の
弁
戸
を
掘
っ
た
り
埋
葬
の
た
め
に
慕
穴
を
掘
る
時
、
鋼
器
の
出
る
こ

と
が
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
が
早
く
か
ら
知
ら
れ
て
い
た
の
で
、
こ
こ
は
遺
物

の
豊
窟
な
場
所
で
あ
る
と
い
う
見
当
は
つ
い
て
い
た
。

　
こ
の
西
北
岡
は
、
大
部
分
が
武
宮
村
の
入
々
の
畑
で
あ
り
、
一
部
分
が
侯

家
荘
の
人
の
所
有
で
あ
る
。
武
官
村
は
、
そ
の
東
南
に
あ
る
の
で
、
武
官
村

が
こ
こ
を
西
北
岡
と
呼
ん
だ
が
、
侯
家
荘
の
人
も
西
北
岡
と
呼
ぶ
よ
う
に
な

り
、
地
名
と
し
て
固
定
し
て
し
ま
っ
た
。
発
掘
担
当
者
も
侯
家
荘
に
宿
泊
し

て
い
た
が
、
や
は
り
瀟
北
岡
と
呼
ぶ
こ
と
に
し
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
西
北
岡
に
は
中
央
に
道
路
が
通
じ
て
お
り
、
西
側
に
は
双
大
井
と
呼

ば
れ
る
大
き
な
井
戸
由
基
が
あ
り
、
菓
側
に
は
大
き
な
粕
樹
の
植
わ
っ
た
墓

地
が
あ
る
。
そ
れ
ら
を
用
い
て
こ
の
地
点
を
呼
ぶ
こ
と
も
出
来
る
が
、
こ
こ

全
休
が
非
常
に
遺
物
の
豊
富
な
地
域
で
あ
る
の
で
、
小
二
尊
の
地
名
で
規
定

す
る
よ
り
も
、
　
こ
の
場
所
を
一
括
し
て
西
北
岡
と
呼
ぶ
こ
と
と
し
た
。
そ

し
て
、
H
・
P
・
K
の
諦
号
を
附
し
た
が
、
こ
れ
は
西
北
岡
の
中
国
音
、

綴
臨
・
勺
Φ
帥
・
駁
ρ
詳
σ
q
に
よ
る
。

二
　
発
掘

事記員入期臼次 地

分東西両毛

主持：梁思永

院方　6入

省方　1人

1G月3潤る12月30日西北岡

細心｝・・月29・El一・2月釧梁・石・副用黒陶・墜

西北岡 3月玉0日～6月15El

主持：梁思二

院方　8人

省方　1人

清華　1入

分東西両区

　　10

1934年

　　秋

　　l1

1935年

　　春

分東西両氏

童持＝梁耳糞

院方　1人

省方　1入

西段ヒ1㎎19月5日～12月16日

二審37　墓葬64

銅器時代墓葬 1処

大鷺郡・月・・H－12月SHIi・9

萢家母110月20N～11月71刻鄙

　　12．

1935年

　　秋

三
墓
葬

　
こ
こ
の
慕
は
大
墓
と
小
塞
に
分
れ
る
。
大
墓
は
二
型
式
あ
る
。
墓
道
が
四
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．
本
あ
る
も
の
と
、
二
本
の
も
の
で
あ
る
。
前
者
は
ま
た
二
種
類
に
区
分
で
き

る
。
墓
室
の
ブ
ラ
ン
が
距
字
形
の
も
の
と
長
方
形
の
も
の
で
あ
る
。
亜
字
形

墓
は
一
〇
〇
斎
早
事
で
あ
る
が
、
薬
室
も
棺
穴
も
亜
字
形
で
あ
る
。
棺
の
中

心
下
の
斜
坑
の
他
に
八
個
の
小
坑
を
風
穴
に
掘
り
、
そ
れ
ぞ
れ
に
曳
を
持
っ

た
人
間
が
一
人
二
匹
の
犬
と
共
に
埋
め
ら
れ
て
い
る
。
腰
坑
の
は
石
父
、
周

囲
の
薄
紅
の
は
銅
父
で
あ
る
点
だ
け
が
異
な
る
。
こ
の
墓
は
出
土
晶
も
多
い
。

長
方
形
蘇
は
、
墓
室
は
長
方
形
で
あ
る
が
、
棺
穴
は
亜
字
形
を
し
て
お
夢
、

腰
穴
は
一
個
で
あ
る
。
一
〇
〇
二
、
一
〇
〇
三
、
一
〇
〇
四
号
墓
が
そ
の
例

で
あ
る
。

　
小
墓
は
副
葬
品
に
よ
っ
て
、
人
馬
・
獣
坑
・
応
診
に
三
別
さ
れ
る
。

　
A
　
人
墓
　
　
六
種
類
に
区
分
す
る
。
長
方
形
、
ま
た
方
形
に
ほ
っ
た
坑

だ
け
で
、
そ
の
な
か
に
深
く
掘
っ
た
棺
穴
が
な
い
。

　
　
1
、
単
全
墓
　
　
一
基
に
完
全
な
人
骨
一
体
が
葬
ら
れ
て
い
る
場
合
で

あ
る
。
す
べ
て
長
方
形
で
、
副
葬
品
の
あ
る
場
禽
は
、
父
か
犬
が
は
い
っ
て

い
る
が
、
な
い
も
の
も
あ
る
。

　
　
2
、
多
全
墓
　
　
一
基
の
中
に
二
体
以
上
の
完
全
人
骨
が
あ
る
場
倉
で
、

一
〇
体
に
及
ぶ
こ
と
も
あ
る
。
慕
室
は
長
方
形
で
あ
る
。
副
葬
品
の
あ
る
も
の

は
非
常
に
豊
幡
で
あ
り
、
父
や
刀
な
ど
の
兵
器
や
、
鼎
・
爵
・
瓢
・
解
・
転
置

な
ど
の
礼
器
も
あ
る
。

　
　
3
、
身
首
慕
　
　
長
方
形
の
墓
室
．
に
酋
と
胴
を
切
断
し
て
埋
め
て
あ
る
。

首
と
胴
は
必
ず
し
も
岡
一
人
の
も
の
で
は
な
く
、
別
々
に
は
い
っ
て
い
る
場

合
も
あ
る
。
人
骨
だ
け
の
も
の
と
、
副
葬
晶
を
伴
う
も
の
と
が
あ
る
。
一
基

に
大
体
十
人
の
身
首
が
あ
る
。
各
人
は
、
そ
れ
ぞ
れ
解
毒
と
有
柄
の
戚
と
、

膚
孔
の
．
礪
胚
を
一
セ
ッ
ト
と
し
て
伴
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
十
組
入
っ
て
い

る
。
昔
は
礪
を
携
行
し
て
随
時
研
い
た
ら
し
く
、
詩
経
や
説
経
に
「
修
晶
我
父

矛
｛
砥
山
禄
鋒
刃
一
」
と
い
う
旬
が
あ
る
が
、
こ
の
事
実
で
裏
づ
け
ら
れ
る
。

こ
の
ほ
か
に
大
刀
十
振
、
黄
十
本
を
お
さ
め
た
も
の
も
あ
っ
た
。

　
　
4
、
人
頭
墓
　
　
方
形
の
坑
に
頭
部
だ
け
埋
め
た
も
の
。
頭
数
は
普
通

十
個
位
で
あ
る
が
、
最
も
多
い
例
は
三
七
個
、
少
い
例
は
　
　
、
三
個
の
も
あ

っ
た
。
副
葬
贔
を
伴
う
も
の
で
は
、
銅
鈴
が
一
〇
個
出
土
し
た
。

　
　
5
、
無
頭
捻
　
　
長
方
形
の
墓
穴
に
胴
体
だ
け
を
埋
め
た
も
の
で
、
立

頭
墓
に
対
応
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
や
は
り
十
人
位
埋
め
て
あ
る
の
が
多
い
。

　
　
6
、
罐
弊
墓
　
　
陶
罐
に
入
れ
て
葬
っ
て
あ
る
。
罐
は
完
全
な
も
の
は

な
く
て
、
み
な
破
損
し
て
い
る
。
被
葬
者
は
子
供
で
あ
る
。

　
こ
の
う
ち
単
全
墓
と
多
全
墓
と
は
、
人
骨
の
遺
存
が
か
な
り
良
妊
な
の
に

対
し
、
身
豊
凶
と
無
頭
墓
と
は
、
か
な
り
破
損
し
て
い
る
。

　
墓
穴
の
規
模
は
、
十
人
骨
の
繊
課
し
た
も
の
で
は
、
長
さ
が
ニ
メ
ー
ト
ル
、

帳
が
八
○
セ
ン
チ
か
ら
一
メ
…
ト
ル
程
度
、
深
さ
が
三
メ
ー
ト
ル
程
の
小
雛

で
あ
り
、
そ
こ
へ
人
骨
十
体
が
は
い
っ
て
い
た
の
で
あ
る
か
ら
、
死
体
か
ら

分
泌
す
る
水
分
な
ど
に
よ
っ
て
腐
朽
し
や
す
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
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B
　
獣
坑

　
　
1
、
馬
坑
　
　
一
滴
に
一
、
二
匹
の
も
の
か
ら
、
最
も
多
い
も
の
で
は

三
〇
匹
以
上
を
数
え
る
。
馬
頭
に
は
覇
が
つ
き
、
方
形
で
中
央
に
穴
の
あ
る

錬
は
あ
る
が
、
ロ
の
中
に
入
れ
る
街
は
な
い
。
当
室
を
額
に
つ
け
て
い
る
。

　
　
2
、
象
坑
　
　
二
基
あ
る
。
　
基
は
姥
較
的
小
さ
く
、
埋
葬
の
象
も
小

さ
く
、
牙
も
は
っ
き
り
と
認
め
が
た
か
っ
た
。
も
う
一
基
の
方
は
非
常
に
大

き
く
、
牙
も
長
大
で
あ
る
が
、
ひ
ど
く
破
壌
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
象
の
側
に

一
人
の
象
奴
が
傭
身
葬
さ
れ
て
い
た
。

　
　
3
、
そ
の
他
の
獣
坑
　
　
羊
、
牛
、
鹿
お
よ
び
不
明
の
曲
物
と
鳥
が
あ

る
。
鳥
は
長
子
を
も
っ
て
お
り
、
鶴
の
よ
う
で
あ
る
。

　
C
　
器
坑

　
　
1
、
草
坑
　
　
非
常
に
大
き
な
一
坑
に
は
こ
五
車
輔
が
は
い
っ
て
い
た

と
み
ら
れ
る
。
五
輔
一
組
か
ら
成
っ
て
お
り
、
五
組
に
分
れ
る
。
こ
れ
は
一

輔
を
完
全
に
こ
し
ら
え
て
並
べ
て
い
る
の
で
は
な
《
、
車
の
都
分
品
を
瞬
い

た
の
で
あ
る
。

　
　
2
、
潔
癖
　
　
羅
物
を
埋
め
た
坑
で
、
三
戸
あ
る
。
　
一
己
は
径
六
〇
～

七
〇
セ
ン
チ
も
あ
る
大
き
な
円
鼎
を
伴
い
、
他
の
一
坑
は
小
さ
な
円
鼎
、
最

後
の
一
坑
は
一
飼
の
掘
手
を
も
っ
た
珍
し
い
小
鼎
を
出
土
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
墓
の
分
布
に
つ
い
て
述
べ
る
と
、
先
述
し
た
如
く
、
酉
北
澗
の

中
央
に
欝
脳
河
村
か
ら
侯
豪
燕
壮
・
武
官
H
村
へ
獄
門
じ
る
大
道
が
あ
る
が
、
路
、
の
西

鶴
を
西
区
、
東
側
を
東
区
と
し
た
。
西
区
に
は
大
墓
八
基
・
小
墓
　
〇
四
二
が

あ
り
、
東
区
で
は
以
前
に
三
期
発
掘
し
、
後
に
郭
宝
均
馬
が
一
基
発
掘
し
た

か
ら
、
合
計
四
基
の
大
恥
と
一
一
一
七
基
の
小
墓
が
あ
る
。
西
北
岡
で
発
見

し
た
股
墓
は
合
計
一
二
三
三
基
。
大
豊
は
一
二
基
、
小
出
は
一
二
二
一
基
で
、

そ
の
う
ち
完
全
な
も
の
が
四
三
九
基
、
部
分
的
に
乱
れ
て
い
る
の
が
四
一
九

基
、
完
全
に
盗
掘
さ
れ
て
い
る
の
が
一
八
八
基
、
未
発
掘
の
も
の
が
一
七
五

基
、
但
し
未
発
掘
で
も
形
か
ら
身
首
墓
か
人
頭
墓
か
は
見
当
が
つ
い
て
い
る
。

　
照
北
岡
の
墓
が
股
代
の
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
毅
の
都
で
あ
っ
た
小

屯
と
同
様
に
、
西
北
岡
か
ら
も
白
陶
・
漁
陶
・
甲
骨
、
、
玉
器
な
ど
が
出
土
し

て
お
り
、
と
く
に
小
屯
で
注
目
さ
れ
た
石
彫
人
像
や
鯨
骨
器
も
こ
こ
で
幽
即

し
て
い
る
慕
実
か
ら
確
め
ら
れ
た
。

　
次
に
前
章
で
ふ
れ
た
溶
県
富
村
の
衛
二
言
と
比
較
す
る
と
、
藩
侯
墓
は
二

道
墓
で
あ
る
。
こ
れ
を
諸
侯
の
墓
と
す
れ
ば
四
道
墓
は
嘉
然
そ
れ
よ
り
も
地

位
の
高
い
王
、
ま
た
は
帝
の
墓
で
あ
ろ
う
と
想
像
で
き
る
。
さ
ら
に
小
屯
の

周
囲
を
発
掘
し
た
が
、
こ
こ
の
も
の
よ
レ
も
大
き
く
融
葬
品
の
ゆ
た
か
な
墓

は
発
掘
さ
れ
な
か
っ
た
か
ら
、
こ
こ
が
殺
王
の
墓
所
で
あ
る
と
仮
定
し
て
も

さ
し
っ
か
え
は
な
い
。

四
　
器
物

　
器
物
は
多
量
出
土
し
た
が
、
概
略
を
述
べ
る
に
と
ど
め
た
い
。

　
土
器
　
　
…
数
猛
も
種
類
も
多
い
。
灰
、
白
、
馳
の
三
種
類
が
あ
る
。
灰
陶

12エ　　（6G1）



は
多
く
無
地
で
一
部
分
に
縄
庸
文
が
あ
る
。
島
形
は
豆
・
薦
・
孟
の
三
種
が

非
常
に
多
く
罐
…
も
あ
る
。
白
陶
に
も
刻
文
と
縄
難
文
と
無
地
の
三
類
が
あ
り
、

形
は
豆
・
殴
・
樽
・
甑
・
鼎
で
あ
る
。
漁
陶
は
褐
色
粕
で
、
罐
の
よ
う
な
形

で
、
上
に
蓋
が
あ
り
、
下
に
円
形
の
脚
の
つ
い
た
も
の
も
あ
る
。
こ
の
類
は

非
常
に
薄
い
が
、
水
は
漏
ら
な
い
。
光
沢
も
あ
り
、
後
世
の
磁
器
の
よ
う
で

あ
る
。

　
石
器
　
　
立
体
の
彫
刻
は
入
受
像
の
ほ
か
に
、
虎
・
竜
・
鴉
・
牛
・
魚
な

ど
の
形
も
あ
る
。
双
頭
の
獣
と
呼
ん
で
い
る
も
の
は
梅
原
博
士
が
案
ま
た
は

禁
と
さ
れ
て
い
る
。
楽
器
と
し
て
磐
が
あ
る
。
刀
・
曳
・
礪
の
セ
ッ
ト
を
な

す
兵
器
、
讐
・
笄
・
魚
形
・
象
形
の
玉
製
品
が
あ
り
、
象
形
は
緑
色
の
玉
で

あ
る
。
石
製
繍
の
中
に
は
、
幾
何
学
文
様
の
装
飾
焔
が
多
く
、
円
形
・
長
方

形
・
三
角
形
・
葉
形
な
ど
い
ろ
い
ろ
の
形
を
し
て
い
る
。

　
愚
凹
器
　
　
聯
弾
●
綱
7
皿
9
繭
●
花
野
縄
（
窟
文
の
用
途
不
明
品
）
二
象
轡
オ
廟
製
革
照
も

あ
る
。

　
貝
製
晶
　
　
天
然
の
貝
穀
に
穴
を
穿
っ
て
、
繋
い
だ
も
の
も
あ
る
が
、
円

形
・
長
方
形
・
三
角
形
な
ど
各
種
の
装
飾
晶
に
つ
く
り
上
げ
て
い
る
。

　
鋼
器
　
　
多
く
出
土
し
た
が
、
兵
器
・
礼
器
・
玉
器
の
平
心
に
区
分
で
き

る
。　

木
器
　
　
木
暴
の
痕
跡
、
い
わ
ゆ
る
花
土
が
あ
る
。
豆
・
…
盟
・
盤
な
ど
の

器
形
が
残
っ
て
い
る
。

　
そ
の
他
　
　
雰
常
に
薄
い
層
が
あ
り
、
乾
い
た
時
に
は
見
え
な
い
が
、
ぬ

れ
た
時
に
は
認
め
ら
れ
る
漆
器
の
よ
う
な
も
の
が
あ
っ
た
。

五
　
相
関
的
問
題

　
1
、
墓
地
の
範
囲
　
　
先
に
、
西
北
醐
が
東
西
ニ
キ
ロ
、
和
島
三
キ
ロ
で

あ
る
こ
と
を
述
べ
た
が
、
わ
れ
わ
れ
が
発
掘
し
た
の
は
、
東
西
五
〇
〇
メ
…

ト
ル
、
南
北
三
〇
〇
メ
ー
ト
ル
に
す
ぎ
な
い
。
中
央
の
道
路
を
基
準
に
す
る

と
、
中
央
の
約
一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
程
と
西
方
と
北
方
に
は
墓
は
な
い
。
し
か

も
東
と
南
の
方
は
ま
だ
端
ま
で
発
掘
し
て
い
な
い
。
第
九
次
の
発
掘
の
際
、

西
北
岡
の
南
の
富
家
荘
が
股
代
墓
地
の
南
端
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
た
が
、
そ

こ
で
は
建
築
肚
も
あ
り
、
多
く
の
甲
骨
が
鵬
飛
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
西
北
澗

で
は
建
築
祉
は
発
見
さ
れ
て
い
な
い
。
西
北
岡
の
墓
と
蝶
家
荘
の
墓
と
が
一

つ
の
範
囲
で
あ
る
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
は
、
現
在
ま
だ
決
定
で
き
な
い
。

　
2
、
墳
丘
の
問
題
　
　
漆
桶
に
墳
丘
が
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
雰
常
に
面
白

く
、
且
つ
重
要
な
問
題
で
も
あ
る
の
で
、
皆
が
注
意
し
て
い
る
。
私
は
当
時

お
そ
ら
く
墳
丘
を
築
い
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
を
立
証
し
う
る
と
考
え
て
い

る
。　

第
一
に
は
墓
の
上
方
に
つ
い
て
調
べ
る
と
、
墓
坑
の
頂
部
と
地
面
の
深
さ

の
問
題
で
お
る
。
現
地
表
面
か
ら
一
・
二
～
一
・
五
メ
ー
ト
ル
下
で
殿
代
の

墓
坑
の
上
面
に
到
着
す
る
。
そ
し
て
、
面
北
岡
の
大
話
は
す
べ
て
盗
掘
さ
れ

て
い
る
が
、
残
っ
て
い
る
秀
土
は
相
当
高
く
、
墓
地
の
上
坑
ま
で
、
態
様
に

122　（602）



第2図

lsoe

ioo3

1004

Lー
ー
「
「
ノ

leo2

安賜考古概観（照．i斑．filJ）

1217

U　　　2
　　　　　酉区大墓分布図
李済：股虚白陶発展之程度

3，0　m　・

舞ミ干弓28一ド

一
二
一
～
一
・
五
メ
ー
ト
ル
あ
る
の
で
、
秀
吟
は
当
時
の
地
内
よ
り
上
に
出

て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
第
二
に
は
繭
区
の
大
義
の
分
布
を
見
る
と
、
一
〇
〇
一
号
墓
の
薦
細
道
と

北
墓
道
は
、
　
一
〇
〇
四
号
墓
の
南
と
爽
の
胆
道
に
そ
れ
ぞ
れ
切
断
さ
れ
、
　
一

〇
〇
四
号
墓
の
南
幕
道
は
、
一
〇
〇
二
号
慕
の
北
墓
道
に
切
断
さ
れ
、
一
五

〇
〇
号
墓
の
南
墓
道
は
、
一
二
一
七
号
墓
の
北
鼻
翼
に
切
断
さ
れ
て
い
る
。

中
央
の
一
五
六
七
号
墓
に
は
墓
道
が
な
い
が
、
他
の
墓
の
中
央
に
あ
る
。
こ

の
様
に
多
く
の
落
道
が
切
断
さ
れ
て
い
る
が
、
墓
室
が
切
断
さ
れ
て
い
る
の

は
全
く
な
い
。
す
な
わ
ち
、
墓
と
い
う
も
の
は
、
墓
室
を
も
っ
て
そ
の
範
囲

と
し
て
お
り
、
墓
道
は
長
大
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
別
の
目
酌
を
も
っ
て
築
か

れ
た
も
の
で
あ
っ
て
潮
ら
れ
て
も
差
し
支
え
な
い
も
の
な
の
で
あ
る
。
こ
の

こ
と
は
嶺
時
な
ん
ら
か
の
地
上
標
識
が
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
目
印
が
な
け

れ
ば
、
他
の
墓
室
も
削
る
と
い
う
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

　
第
三
に
繭
区
の
八
董
の
大
弐
は
す
べ
て
盗
掘
を
受
け
て
い
る
。
さ
ら
に
そ

の
盗
掘
は
、
い
ず
れ
も
墓
室
を
完
全
に
掘
り
当
て
て
い
る
。
ま
た
、
盗
掘
坑

は
墓
室
に
対
し
て
内
接
円
を
え
が
く
様
に
穿
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
外
部
か

ら
見
て
標
識
が
な
け
れ
ば
で
き
な
い
こ
と
で
あ
る
。

　
第
四
に
閥
北
岡
を
は
じ
め
、
最
初
に
大
半
を
発
見
し
た
後
岡
で
も
、
墓
の

あ
る
所
は
み
な
岡
と
い
う
。
そ
れ
は
何
故
で
あ
ろ
う
か
。
大
き
な
塞
を
掘
る

と
墓
室
が
空
間
に
な
る
。
掘
り
あ
げ
た
土
は
地
上
に
積
み
上
げ
ざ
る
を
え
な

い
。
次
に
墓
を
つ
く
る
と
、
そ
の
上
に
宇
土
を
積
み
重
ね
て
、
更
に
ま
た
土

も
穣
み
重
ね
る
。
と
こ
ろ
が
、
後
に
百
姓
達
は
耕
す
為
に
、
そ
こ
を
平
坦
に

嗣
平
し
て
行
く
が
、
置
土
の
所
は
國
い
為
に
削
り
か
ね
て
残
り
、
自
か
ら
高

地
を
為
す
様
に
な
る
。
古
典
に
陰
陽
の
北
蒙
と
い
う
語
が
見
え
る
が
、
す
で

に
古
く
か
ら
高
い
塚
が
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。

　
3
、
墓
数
と
王
数
　
大
墓
は
東
区
に
四
墓
と
葱
区
に
八
基
、
合
計
一
二

基
あ
る
。
’
盤
庚
以
後
の
股
薫
と
し
て
、
盤
庚
－
小
辛
一
小
乙
一
下
尾
一
十
庚

一
祖
甲
－
虞
辛
一
庚
T
l
武
乙
一
太
丁
一
々
乙
－
帝
辛
の
一
二
人
が
知
ら
れ
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て
い
る
が
、
丁
度
大
孔
の
基
数
と
一
致
す
る
。
し
か
し
問
題
は
多
く
あ
る
。

　
大
后
は
立
道
の
数
に
よ
っ
て
、
四
道
墓
八
基
、
二
道
墓
三
基
、
無
道
墓
一

董
に
分
け
ら
れ
る
が
、
・
一
体
ど
の
至
が
ど
の
欝
血
の
ど
の
墓
に
埋
葬
さ
れ
た

の
か
不
明
で
あ
る
。
ま
た
東
区
の
大
流
は
、
四
道
墓
一
基
、
二
道
二
三
基
か

ら
成
る
が
、
そ
の
二
道
墓
の
｝
棊
か
ら
は
女
性
用
の
椀
子
が
出
土
し
て
お
り
、

問
題
は
多
く
の
こ
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
安
宮
詣
土
の
鼎
の
中
で
最
大
の
司

無
戊
鼎
は
、
大
戦
中
の
盗
掘
で
西
北
岡
の
出
土
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
ど
の

墓
か
不
明
で
あ
る
。
第
一
〇
〇
四
号
の
大
嶺
か
ら
大
き
な
鋼
雛
が
禺
尊
し
て

い
る
が
、
小
幅
か
ら
も
大
ぎ
い
も
の
が
繊
冒
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　
4
、
気
候
と
習
習
と
地
形
　
　
大
墓
の
深
さ
を
み
る
と
、
一
五
五
〇
菅
薦

は
一
〇
・
九
メ
…
ト
ル
、
一
〇
〇
一
号
墓
は
一
二
・
○
メ
ー
ト
ル
、
ヅ
○
〇

四
号
蔓
は
；
マ
○
メ
ー
ト
ル
、
一
〇
〇
二
号
墓
は
一
三
・
O
メ
ー
ト
ル
、

一
五
六
七
号
墓
は
四
・
一
糸
メ
ー
ト
ル
（
こ
れ
は
山
道
も
な
い
の
で
未
完
成
ら
し
い
）
、

一
（
）
〇
三
下
写
墓
は
一
二
。
O
メ
ー
ト
ル
、
　
一
五
〇
〇
悶
写
墓
は
一
一
…
一
。
O
メ
ー

ト
ル
、
一
一
二
七
号
幕
は
一
三
・
五
メ
ー
ト
ル
で
あ
り
、
東
の
方
が
浅
く
、

西
の
方
が
深
い
。
こ
れ
は
ど
う
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。

　
ま
ず
気
候
の
関
係
か
ら
考
え
る
と
、
掘
っ
た
時
の
地
下
水
面
が
違
っ
て
い

た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
深
く
掘
れ
る
が
、
幣
期
に
は
地
下
水
の
水
位
が
昇

る
の
で
浅
く
し
か
掘
れ
な
い
。

　
も
う
一
つ
の
考
え
方
は
、
人
が
死
ぬ
と
黄
泉
に
行
く
と
い
う
が
、
黄
泉
で

あ
る
か
ら
、
地
下
水
の
水
翻
ま
で
掘
り
下
げ
て
行
く
と
い
う
習
慣
と
の
関
係

か
ら
説
明
す
る
と
比
較
的
妥
当
で
あ
る
。
西
北
岡
の
地
形
は
、
中
央
の
道
を

基
準
と
し
て
、
西
区
は
だ
ん
だ
ん
高
く
な
り
、
先
述
の
双
予
井
戸
の
所
が
一

番
高
い
。
　
一
五
六
号
墓
は
双
子
井
戸
に
近
い
。
地
下
水
ま
で
掘
夢
下
げ
る
と

す
れ
ば
、
高
い
所
は
当
然
深
く
な
る
。
西
区
が
約
「
三
メ
ー
ト
ル
で
東
区
が

約
一
〇
メ
ー
ト
ル
の
深
さ
で
あ
る
が
、
西
北
岡
の
高
低
差
が
三
メ
ー
ト
ル
で

あ
っ
て
大
墓
の
深
さ
は
、
地
下
水
ま
で
掘
っ
て
い
く
こ
と
と
関
係
が
あ
り
、

先
述
の
気
候
条
件
と
は
あ
ま
り
関
係
が
な
い
か
も
し
れ
な
い
。

　
5
、
埋
葬
の
方
法
　
　
一
〇
〇
軍
慮
墓
の
南
墓
道
で
は
、
一
層
に
は
人
聞

の
頭
骨
だ
け
、
そ
の
次
の
層
に
は
人
間
の
無
骨
だ
け
と
い
う
埋
め
方
を
し
て

い
る
。
一
〇
〇
二
号
、
一
〇
〇
三
号
、
一
〇
〇
四
号
、
＝
二
七
号
の
入
坑

は
完
全
に
盗
掘
さ
れ
て
、
人
骨
は
発
見
出
来
な
か
っ
た
。
一
五
五
〇
号
墓
は
、

切
断
し
た
頭
骨
の
暦
一
秀
土
の
層
－
頭
骨
の
履
－
秀
土
の
層
と
交
互
に
堆
積

し
て
い
る
が
二
等
は
発
見
で
き
な
か
っ
た
。
ま
た
、
北
墓
道
の
階
段
で
は
、

各
段
に
一
〇
個
の
頭
膏
が
壷
ん
で
い
た
。
一
四
〇
〇
号
墓
の
南
下
道
で
は
、

無
頭
の
編
膏
だ
け
あ
っ
た
が
、
一
五
五
〇
号
墓
の
頭
骨
に
関
係
あ
る
躯
骨
を

一
四
〇
〇
鼠
舞
に
埋
め
た
と
い
う
訳
で
は
な
い
。

　
ま
た
小
墓
も
大
平
の
周
囲
に
あ
る
も
の
も
あ
れ
ば
、
一
方
に
集
ま
っ
て
い

る
も
の
も
あ
る
。
全
体
と
し
て
の
法
則
は
あ
る
が
、
詳
し
く
見
る
と
そ
れ
ぞ

れ
違
っ
て
い
る
。

124 （6etl＞



安陽考古概観（石灘勲口）

六
　
西
北
岡
と
中
圏
の
考
古
学

　
発
掘
に
動
員
し
た
人
夫
の
数
は
、
第
一
〇
次
で
は
一
〇
〇
人
を
九
〇
土
間
、

第
一
一
次
で
は
三
〇
〇
人
を
九
〇
臼
闘
、
第
＝
一
次
で
は
五
〇
〇
人
を
一
〇

〇
日
華
使
っ
て
、
合
計
八
六
、
○
○
○
人
に
の
ぼ
っ
た
。
中
国
考
古
学
史
上
空

前
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
数
字
か
ら
推
測
し
て
、
製
粉
に
墓
を

作
る
に
要
し
た
人
数
を
推
す
と
、
毅
代
の
用
具
は
わ
れ
わ
れ
の
道
具
よ
り
も

効
率
が
悪
い
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
か
ら
、
殿
代
に
こ
れ
だ
け
の
墓
を
つ
く
る

に
は
、
現
在
の
要
員
数
の
二
倍
、
三
倍
、
す
な
わ
ち
一
〇
万
、
二
〇
万
以
上

の
人
数
を
必
要
と
し
た
で
あ
ろ
う
。

　
殺
殉
、
す
な
わ
ち
、
殉
葬
す
る
人
の
首
を
切
断
す
る
場
合
、
首
の
切
り
方

が
ま
ち
ま
ち
で
あ
る
。
頸
椎
骨
の
残
存
例
は
一
飾
か
ら
三
節
以
上
ま
で
い
ろ

い
ろ
あ
る
。
こ
れ
は
ぶ
っ
た
切
り
に
し
た
か
ら
で
、
中
に
は
少
し
上
を
切
ら

れ
て
、
下
顎
骨
を
失
っ
て
い
る
も
の
も
あ
る
。
ま
さ
に
残
酷
と
い
え
よ
う
。

　
殉
聾
の
様
子
を
さ
ら
に
詳
し
く
述
べ
る
と
、
｛
四
〇
〇
号
墓
の
南
斯
道
か

ら
、
約
一
、
○
○
○
本
の
矛
と
約
一
〇
〇
本
の
父
と
銅
盗
・
牛
文
鼎
・
鹿
文

無
∵
磐
な
ど
が
出
土
。
一
二
一
七
号
墓
の
夢
心
道
か
ら
は
鼓
と
馨
な
ど
糊
置

数
の
楽
器
が
出
土
。
一
五
五
〇
悪
童
の
北
墓
道
に
は
、
先
述
の
如
く
一
〇
階
段

か
ら
ヅ
○
欄
つ
つ
の
頭
骨
が
あ
り
、
出
鼻
道
か
ら
は
鑛
嵌
の
竜
形
立
春
が
出

土
し
た
。
｝
四
〇
〇
号
塞
の
東
墓
這
か
ら
　
群
の
銅
器
、
寝
小
室
盃
・
人
面

具
・
盤
な
ど
が
編
土
。
一
〇
〇
一
号
塞
の
周
囲
に
は
、
馬
や
車
が
あ
り
、
兵

士
が
埋
め
ら
れ
て
い
る
小
墓
が
あ
ら
わ
れ
た
。
一
〇
〇
三
号
墓
の
南
墓
道
か

ら
は
鯨
の
肩
甲
骨
と
車
器
が
出
土
し
た
。
こ
れ
ら
の
副
葬
昴
は
、
盗
掘
を
受

け
た
後
も
こ
れ
だ
け
の
量
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
盗
掘
前
は
非
常
に
た

く
さ
ん
あ
っ
た
と
思
う
。
残
存
し
て
い
る
も
の
だ
け
で
も
葬
常
に
大
き
な
発

見
で
あ
り
、
考
古
学
史
上
は
じ
め
て
の
事
で
あ
っ
た
。

　
4
3
国
の
金
石
学
は
、
北
宋
代
よ
り
今
臼
ま
で
千
年
経
過
し
て
い
る
が
、
そ

の
断
代
の
方
法
は
、
各
人
各
様
で
あ
っ
て
、
固
定
し
た
標
準
が
な
か
っ
た
。

西
北
岡
か
ら
多
く
の
遺
物
が
鳩
土
し
て
か
ら
後
は
、
そ
れ
ら
を
断
代
の
最
も

よ
い
標
準
と
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
従
来
中
尊
の
木
器
の
一
番
古
い
例
は
、
寿
県
あ
る
い
は
長
沙
出
土
の
戦
閣

時
代
の
も
の
が
知
ら
れ
て
い
た
。
西
北
岡
禺
土
の
木
器
の
痕
跡
、
花
足
は
は

る
か
に
古
い
股
代
に
木
器
の
存
在
を
証
明
し
た
。

　
　
次
に
セ
ッ
ト
を
な
す
羅
物
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
一
基
の
墳
墓
か
ら
出

土
し
た
遺
物
が
一
揃
に
な
っ
た
時
、
こ
れ
を
整
序
（
ワ
ソ
・
セ
ッ
ト
）
の
器
物

と
呼
ぶ
。
例
を
あ
げ
る
と
、
一
〇
〇
五
号
墓
か
ら
嵐
土
し
た
、
中
柱
孟
一
㌘

双
耳
大
孟
一
・
壷
三
・
笹
島
・
箸
三
対
・
面
一
、
い
わ
ゆ
る
鏡
と
呼
ば
れ
て

い
る
も
の
】
が
あ
る
。
ま
た
｝
○
○
二
号
墓
の
、
爵
二
・
瓢
」
・
鱒
二
・
角
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一
・
聾
二
・
繭
一
・
方
郵
　
の
一
〇
器
が
あ
る
。
一
四
三
五
号
墓
で
は
、
大
円

鼎
一
・
小
円
三
二
で
あ
る
。
こ
の
様
に
、
種
類
も
数
蚤
も
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
の
考
古
学
者
は
、
個
々
分
器
物
を
研
究
し
て
い
た
が
、
こ
の
様
な

組
み
合
せ
が
い
か
な
る
関
係
を
有
し
て
じ
る
の
か
、
こ
れ
か
ら
は
セ
ッ
ト
関

係
に
お
い
て
股
代
の
生
話
を
研
究
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
鑛
嵌
冨
悶
と
は
、
装
飾
贔
の
中
の
さ
ま
ざ
ま
な
形
の
幾
何
学
文
様
の
も
の
を

言
う
。
円
形
・
長
方
形
・
三
角
形
・
鋸
歯
形
・
木
葉
形
な
ど
あ
る
。
材
質
も
、

牙
・
石
・
象
牙
・
骨
無
な
ど
あ
り
、
そ
の
用
途
は
不
明
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、

副
葬
品
の
中
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
を
見
つ
け
興
し
て
き
た
事
か
ら
、
円
形

や
三
角
形
は
獣
の
醗
の
部
分
に
使
わ
れ
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
鋳
造

の
も
の
や
従
来
丙
字
形
と
呼
ば
れ
て
い
た
も
の
が
獣
の
歯
に
、
二
孔
を
有
す

る
半
月
形
の
も
の
が
舌
で
あ
る
こ
と
も
解
っ
た
。
ま
た
、
眉
や
耳
に
相
当
す

る
も
の
も
分
っ
て
き
た
。
無
論
ま
だ
わ
か
ら
な
い
も
の
も
あ
る
が
、
獣
や
鳥

の
装
飾
を
さ
ら
に
研
究
し
て
行
け
ば
、
次
第
に
明
ら
か
に
な
っ
て
く
る
で
あ

ろ
う
。
こ
の
鑛
嵌
物
は
、
股
代
の
装
飾
の
幾
何
学
文
様
の
研
究
の
重
要
な
資

料
を
提
供
す
る
。

　
以
上
、
簡
単
に
股
代
の
爾
北
岡
の
輸
郭
を
論
述
し
た
が
、
こ
こ
に
お
い
て

西
北
閲
の
遺
跡
が
中
国
考
古
学
へ
絶
大
な
貢
献
を
な
す
も
の
で
あ
る
と
い
え

る
で
あ
ろ
う
。

第
五
章
　
第
　
三
次
よ
り
第
榊
五
次
ま
で
の
発
掘

一
　
渥
南
発
掘
へ
託
る

　
こ
れ
ま
で
の
発
掘
は
漉
河
の
北
で
行
わ
れ
た
が
、
こ
の
度
、
酒
河
の
南
へ

帰
っ
て
き
て
、
大
司
寒
村
と
小
屯
の
ニ
ケ
所
で
行
な
わ
れ
た
。

　
フ
ィ
ー
ル
ド
の
仕
窮
は
、
墳
墓
の
発
掘
と
基
祉
の
発
掘
と
に
大
別
で
き
る
。

　
基
祉
の
発
掘
に
あ
っ
て
は
、
正
常
な
生
活
を
維
持
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

そ
れ
は
大
体
出
土
物
の
見
当
も
つ
き
、
そ
の
た
め
藤
島
を
朝
始
め
て
夕
方
に

終
る
と
い
う
一
定
の
計
醐
で
行
な
う
こ
と
が
可
能
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
が
墳
墓
の
発
掘
の
場
合
は
、
全
く
状
況
が
ち
が
っ
て
く
る
。
生
活

が
異
常
に
な
り
、
病
的
に
な
る
。
墳
墓
を
掘
る
と
き
、
上
方
の
た
ま
っ
た
土

を
取
り
除
く
時
は
、
何
も
す
る
必
要
は
な
い
が
、
下
方
の
遺
物
が
出
て
く
る

と
こ
ろ
に
な
る
と
、
今
度
は
異
常
に
緊
張
し
て
、
二
本
の
手
で
は
足
り
な
く

て
、
千
手
観
音
を
呼
ん
で
こ
な
い
と
間
に
合
わ
な
く
な
っ
て
く
る
。

　
わ
れ
わ
れ
は
、
前
回
ま
で
漉
河
の
北
で
古
墳
を
発
掘
し
た
が
、
こ
の
時
は

朝
か
ら
ご
　
時
間
働
き
つ
づ
け
、
夕
食
後
も
作
業
を
継
続
し
、
一
二
蒔
に
な

っ
て
も
寝
れ
な
い
こ
と
が
あ
っ
た
。
こ
う
い
う
状
況
が
長
い
間
続
く
と
、
人

間
の
体
力
に
は
限
界
が
あ
る
。
渡
河
の
北
で
の
墳
塞
の
発
掘
は
、
ま
だ
終
っ

て
い
な
か
っ
た
の
だ
が
、
元
来
身
体
が
丈
夫
で
な
か
っ
た
主
任
の
梁
思
永
先

生
が
病
気
に
な
ら
れ
た
の
で
、
墳
墓
の
発
掘
と
い
う
異
常
な
生
活
を
止
め
て
、
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安陽考古概観（石露勲の

事記員人期日次｝地点

集中　B・C両区

分三医工作

　C。1．1区の北

主持：郭宝二

院方　8人

省方　1入

主持：梁思永

院方　9人

一方　1入

3月18日～6月24日屯小

　　13

1936年

　春

9月20H～12月31田屯小

股代遺塩及墓地

戦園墓地
高去尋10月24H～12月10日大司空村

　　14

1936年

　　秋

集中C区

主持：石瞭二

院方　9入

省方　1人

3屑王6日～6月19「ヨ屯小

　　15

1937年

　　春

珍
説
の
南
の
建
築
基

祉
の
調
査
と
い
う
平

常
な
る
研
究
生
活
に

た
ち
も
ど
る
こ
と
に

し
た
の
で
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
が
、
い
ざ
掘

り
始
め
て
み
る
と
、

発
掘
方
法
も
墳
墓
の

場
合
と
は
異
り
、
郷

土
晶
も
増
加
し
て
き

て
、
少
し
も
休
息
に

な
ら
ず
、
依
然
と
し

て
緊
張
し
た
生
活
、

異
常
な
生
活
を
送
ら

ね
ば
な
ら
な
か
っ

た
。

嵩
　
小
屯
の
般
代
の
建
築
基
堤
の
分
親

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

　
小
誌
が
股
代
の
建
築
遺
跡
で
あ
る
こ
と
は
分
っ
て
い
た
。
そ
の
遺
跡
は
明

ら
か
に
三
地
区
に
分
れ
る
。
北
方
が
石
組
、
申
央
が
間
組
、
西
南
方
が
勝
組

で
あ
る
。
甲
組
で
は
一
五
ケ
所
、
乙
組
で
は
二
一
ケ
所
、
丙
組
で
は
一
七
ケ

所
の
基
祉
が
あ
る
。
甲
紐
の
諸
基
趾
は
以
前
の
発
掘
で
、
す
で
に
述
べ
て
い

る
の
で
、
こ
こ
で
は
ふ
れ
な
い
。
乙
組
の
う
ち
で
、
黄
土
堂
基
ど
い
う
の
は
、

早
く
発
見
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
れ
以
外
の
基
鮭
は
、
第
ニ
ニ
次
以
後
の
発
掘

で
明
ら
か
に
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
垂
雪
は
規
模
が
比
較
的
小
さ
い
。
し
た

が
っ
て
、
こ
こ
で
は
専
ら
心
組
に
つ
い
て
論
述
す
る
。

　
甲
、
乙
両
組
を
較
べ
る
と
、
建
物
の
形
も
性
質
も
異
っ
て
い
る
。
ま
ず
方

角
に
つ
い
て
見
る
と
、
甲
組
の
建
物
は
東
向
き
の
も
の
が
多
い
。
乙
津
は
南

向
き
と
菓
向
き
と
が
あ
り
、
大
き
な
主
要
な
建
物
は
み
な
南
向
き
で
あ
っ
て
、

小
さ
な
、
従
属
的
な
建
物
だ
け
が
棄
向
き
で
あ
る
。
丙
組
は
特
殊
で
、
一
七

基
の
中
で
九
基
蛙
は
南
向
き
、
四
基
肚
西
向
き
で
、
四
基
祉
が
東
向
き
で
あ

る
。
建
物
の
性
質
が
異
る
と
、
方
角
も
こ
の
様
に
異
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

三
　
確
答
基
吐
と
殿
代
の
宮
吐
に
つ
い
て

A
　
基
堤
の
構
成
　
　
黄
土
堂
基
（
乙
｝
）
を
中
心
に
｝
線
を
真
藏
に
南
に

引
く
と
、
こ
の
度
発
見
し
た
建
物
は
、
み
な
こ
の
線
か
ら
西
側
に
あ
る
。
乙

三
基
堤
は
三
門
を
有
す
る
。
乙
八
基
祉
は
南
北
に
長
く
、
多
く
の
小
部
屋
が

あ
る
。
乙
七
基
堤
に
つ
い
て
は
後
程
詳
述
す
る
。
乙
一
一
基
祉
は
南
端
に
あ

り
、
別
の
形
式
を
も
っ
て
い
る
。

　
乙
組
は
印
紐
の
建
物
と
比
べ
て
非
常
に
違
っ
て
い
る
。
甲
組
の
方
は
非
常

に
散
漫
で
あ
る
が
、
馬
瀬
は
北
か
ら
南
に
か
け
て
一
組
の
建
物
、
す
な
わ
ち
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安陽考古概観（；石璋如）

院
落
を
な
し
て
い
る
。
し
か
し
、
わ
れ
わ
れ
が
発
掘
で
き
た
の
は
、
西
の
半

区
だ
け
で
あ
り
、
東
の
半
区
は
河
に
よ
っ
て
破
壊
さ
れ
て
い
た
。
発
掘
し
た

範
囲
が
、
全
体
の
規
模
の
半
分
で
あ
る
の
か
、
三
分
の
一
で
あ
る
の
か
も
は

っ
き
り
し
な
い
。

8
　
基
点
の
方
角
　
　
こ
こ
に
述
べ
る
方
角
と
い
う
の
は
、
鰯
々
の
建
物
の

向
き
で
は
な
し
に
、
全
体
と
し
て
の
方
角
で
あ
る
。
そ
れ
は
北
に
対
し
て
束

に
1
0
度
偏
っ
て
い
る
。
こ
の
1
0
度
と
い
う
の
は
、
太
陽
に
よ
る
南
北
線
と
関

係
が
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
磁
北
を
基
準
と
し
て
い
る
が
、
こ
こ
で
い
う
南
北

は
太
陽
の
南
北
で
あ
る
。
現
在
、
こ
の
土
地
の
人
達
が
畑
を
区
切
る
時
に
は
、

爾
北
線
は
、
み
な
太
陽
の
南
北
線
に
よ
っ
て
区
切
っ
て
い
る
。

C
　
基
堤
の
建
造
　
　
乙
酒
煮
肚
を
例
に
し
て
述
べ
る
と
、
股
の
宮
願
の
建

造
に
お
い
て
、
四
行
程
が
認
め
ら
れ
る
。

　
ω
　
重
基
　
　
基
を
定
め
る
こ
と
。
こ
の
麓
基
が
、
ま
た
三
過
程
に
分
れ

る
。
股
入
は
建
築
の
基
礎
の
工
作
を
固
め
る
こ
と
に
葬
常
に
注
意
す
る
。
第

一
に
基
坑
、
建
物
の
下
の
基
盤
に
な
る
と
こ
ろ
を
掘
る
。
更
に
、
そ
の
下
に
小

さ
な
坑
を
も
う
一
個
掘
り
、
基
牲
と
呼
ぶ
犠
牲
を
埋
め
る
。
大
き
な
重
要
な

建
物
で
あ
れ
ば
、
人
聞
の
子
供
を
埋
め
る
が
、
重
要
で
な
い
小
さ
な
建
物
で

は
狗
を
犠
牲
に
す
る
。
犠
牲
を
埋
め
た
後
、
鍵
基
の
典
礼
を
行
う
。
そ
の
後
、

土
を
埋
め
戻
す
の
で
あ
る
が
、
一
屡
一
層
と
版
築
に
よ
っ
て
照
き
固
め
て
行

く
。

　
②
　
置
礎
　
　
礎
石
を
置
く
こ
と
。
版
築
に
よ
る
下
土
が
あ
る
程
度
の
高

さ
ま
で
達
す
る
と
、
ま
た
牲
坑
と
呼
ば
れ
る
犠
牲
を
収
め
る
坑
を
掘
る
。
そ
の

中
に
、
三
牲
一
牛
と
羊
と
単
一
お
よ
び
そ
れ
を
ひ
き
つ
れ
た
人
間
を
土
で
埋

め
、
岡
様
に
版
築
で
そ
れ
を
固
め
る
。
そ
の
上
に
礎
石
を
置
く
。
礎
石
は
犠

牲
坑
の
直
上
に
響
く
こ
と
も
あ
る
が
、
そ
れ
以
外
の
所
に
澱
い
て
あ
る
こ
と

も
あ
る
。
乙
姫
基
地
に
つ
い
て
護
る
と
、
礎
石
を
疎
く
や
り
方
が
い
ろ
い
ろ

違
う
の
で
、
し
た
が
っ
て
牲
坑
の
儀
式
を
行
う
場
所
も
、
ま
た
違
っ
て
い
る

の
で
あ
る
。
置
礎
は
現
代
の
棟
上
げ
式
と
同
様
の
意
味
を
持
っ
て
い
る
。
中

羅
で
は
、
建
築
が
棟
上
げ
ま
で
進
行
す
る
と
、
友
人
や
親
戚
が
お
祝
を
し
て

く
れ
る
。
棟
上
げ
を
す
る
為
に
は
柱
を
立
て
ね
ば
な
ら
ず
、
柱
を
立
て
る
為

に
は
礎
石
を
置
く
必
要
が
あ
る
。
殿
代
に
、
礎
石
を
澱
く
為
に
、
こ
う
い
う

儀
式
を
行
な
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

　
彼
ら
の
柱
の
た
て
方
も
違
っ
て
い
る
。
藍
鼠
で
は
、
地
上
に
礎
石
が
露
馴

し
て
い
て
、
そ
の
上
に
柱
を
立
て
る
が
、
股
代
の
人
達
は
、
柱
を
連
絡
す
る

と
い
う
こ
と
を
知
ら
な
か
っ
た
の
か
、
一
本
一
本
を
独
立
し
て
、
安
全
に
確

実
に
立
て
る
こ
と
を
求
め
た
の
で
、
地
面
に
穴
を
掘
っ
て
、
柱
を
埋
め
て
た

て
る
と
い
う
方
法
を
と
っ
て
い
る
。

　
㈲
　
安
門
　
　
門
を
装
置
す
る
こ
と
。
壁
も
で
き
、
屋
根
も
つ
く
ら
れ
、

建
物
が
で
き
あ
が
る
と
、
次
に
門
を
つ
く
っ
て
、
は
じ
め
て
建
築
は
完
成
す

る
。
そ
の
場
合
に
も
基
坑
を
掘
り
、
姓
坑
を
掘
り
、
犠
牲
を
埋
め
て
、
版
築

129 （609）



第4図　Z、七基力圭と塞葬
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安賜考古概観（稽轟如）

に
よ
っ
て
そ
れ
を
埋
め
戻
す
の
で
あ
る
ぴ

　
安
門
の
た
め
に
は
三
種
類
の
犠
坑
が
あ
る
。
第
一
は
、
門
の
外
側
に
、
｝

坑
に
一
人
つ
つ
、
合
計
四
人
を
犠
姓
に
し
て
い
る
。
う
ち
、
三
人
（
M
一
〇

一、

l
一
〇
幽
、
M
一
三
七
）
は
南
向
き
で
、
父
を
持
つ
だ
け
だ
が
、
も
う
一

人
は
北
む
き
で
、
文
の
ほ
か
に
楯
、
す
な
わ
ち
干
文
を
持
っ
て
い
る
。

　
第
二
は
門
内
の
犠
粧
で
、
二
坑
あ
る
。
　
一
坑
（
M
｝
四
九
）
は
二
人
を
埋

め
、
他
の
一
坑
に
は
、
三
人
と
二
匹
の
狗
が
埋
め
て
あ
り
、
端
の
人
は
頭
に

装
飾
を
つ
け
て
い
る
。

　
第
三
は
、
東
側
の
一
坑
（
M
一
八
六
）
に
埋
め
ら
れ
た
九
人
で
あ
る
。
副

葬
晶
と
し
て
、
脊
背
刀
と
呼
ば
れ
る
も
の
が
一
件
あ
っ
た
が
、
こ
れ
は
葱
北

周
で
も
出
土
し
て
お
り
、
伴
庸
晶
か
ら
見
て
、
お
そ
ら
く
料
理
用
の
刀
で
あ

ろ
う
。
そ
の
ほ
か
、
握
り
の
と
こ
ろ
が
獣
形
を
し
た
小
刀
が
二
件
あ
る
。
そ

れ
か
ら
続
審
は
腐
っ
て
い
て
、
±
に
印
痕
が
残
っ
た
い
わ
ゆ
る
黄
土
が
出
土

し
、
文
様
だ
け
は
分
る
が
、
実
体
は
不
明
で
あ
る
。
こ
の
安
門
の
儀
式
で
犠

姓
に
さ
れ
た
人
闘
は
合
計
一
八
人
で
あ
る
。

　
ω
落
成
　
　
落
成
式
は
、
家
の
内
で
は
な
く
、
外
で
行
う
非
常
に
規
模

の
大
き
な
儀
式
で
あ
る
。
こ
れ
に
関
係
し
た
塊
葬
は
北
組
・
中
毒
・
南
組
の

三
部
に
分
れ
て
い
る
。

　
北
懇
　
こ
れ
は
五
台
の
車
を
中
心
と
し
た
二
種
類
四
七
偲
の
坑
が
あ
り
、

こ
の
組
を
戦
車
隊
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
1
、
車
坑
　
　
五
個
所
、
二
種
類
あ
る
。
真
中
に
あ
る
M
二
〇
は
完
全

に
残
っ
て
お
り
、
馬
を
四
匹
埋
め
て
あ
っ
た
。
一
部
分
盗
掘
さ
れ
て
い
た
が

馬
を
二
匹
埋
め
て
あ
っ
た
　
坑
（
M
四
〇
）
が
あ
る
。
そ
れ
以
外
の
三
二
は

完
全
に
盗
掘
を
受
け
て
い
た
。
そ
の
う
ち
の
M
四
五
は
、
面
積
が
M
二
〇
に

等
し
い
か
ら
四
匹
の
馬
を
埋
め
た
と
想
像
さ
れ
る
。
他
の
坑
は
、
二
匹
で
あ

っ
た
ら
し
い
。
こ
れ
ら
の
各
坑
に
は
、
馬
の
ほ
か
に
一
台
の
車
と
、
一
組
の

武
器
を
た
ず
さ
え
た
三
人
の
人
間
が
埋
め
て
あ
る
。
そ
の
一
組
の
武
器
と
は
、

弓
・
矢
・
矛
・
刀
・
礪
で
、
三
人
は
、
童
人
と
射
手
と
御
者
で
あ
る
。
主
人

と
射
手
は
、
こ
の
五
種
類
の
武
器
を
も
っ
て
い
る
が
、
御
燈
は
馬
を
御
す
る

の
が
碍
的
で
あ
る
か
ら
、
弓
と
矢
が
な
く
て
、
父
と
刀
と
礪
の
三
種
だ
け
を

持
っ
て
い
る
。
こ
の
五
種
類
を
組
に
す
る
の
は
、
遠
距
離
に
は
弔
で
矢
を
財
、

近
づ
く
と
父
を
使
い
、
更
に
接
近
す
れ
ば
刀
を
使
う
と
い
う
風
に
、
距
離
に

よ
っ
て
武
器
を
か
え
る
か
ら
で
あ
る
。
四
頭
の
馬
を
縛
ち
、
車
の
先
に
虎
の

頭
を
つ
け
て
い
る
も
の
は
、
指
揮
考
の
車
で
あ
る
。

　
　
2
、
五
人
墓
　
　
車
坑
の
前
端
に
五
言
が
並
ん
で
い
て
、
車
の
衡
に
当

る
。
各
坑
に
五
人
つ
つ
埋
め
て
あ
る
。

　
　
3
、
漱
墓
　
　
首
だ
け
を
埋
め
て
あ
る
墓
。
西
北
の
方
に
一
八
基
あ
る
。

　
　
4
、
単
人
塞
　
　
一
人
だ
け
埋
め
て
あ
る
も
の
。
西
側
の
端
に
孤
立
し

て
い
る
。

　
　
5
、
三
人
墓
　
　
～
坑
に
三
人
埋
め
た
墓
。
在
天
の
す
ぐ
側
に
あ
り
、
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元
来
一
〇
坑
・
三
〇
人
あ
っ
て
然
る
べ
き
で
あ
る
が
、
一
坑
を
欠
き
、
そ
の

代
り
一
坑
に
突
入
を
埋
め
て
い
る
も
の
が
あ
っ
て
、
総
数
ぱ
王
○
人
に
な
っ

て
い
る
。
三
人
墓
が
車
の
側
に
並
ん
で
い
る
の
は
、
戦
車
に
は
三
人
乗
っ
て

戦
う
が
、
こ
の
三
人
は
そ
の
予
傭
と
し
て
、
交
替
し
て
戦
う
訳
で
あ
る
。
，

　
　
6
、
脆
葬
　
　
雛
ま
つ
い
て
葬
ら
れ
て
い
る
人
の
墓
。
馬
と
関
係
が
あ

る
だ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

　
　
7
、
童
葬
　
　
車
の
両
側
に
あ
る
、
子
供
を
埋
め
た
墓
。
二
基

　
　
8
、
負
器
墓
　
　
二
人
の
人
間
が
、
銅
器
を
背
負
っ
て
脆
い
て
埋
め
ら

れ
て
い
る
墓
。
五
人
墓
の
中
央
の
も
の
の
北
側
に
一
基
（
M
一
八
八
）
あ
る
。

出
土
銅
器
は
、
蔵
｛
・
鼎
｝
・
願
】
・
爵
一
・
鱒
こ
・
蜂
二
の
八
件
で
あ
る
。

　
　
9
、
．
随
器
墓
　
　
随
葬
晶
の
墓
。
　
一
番
東
側
の
二
基
（
M
一
一
三
八
．
M
二

　
四
二
）
で
あ
る
。
M
二
三
八
に
は
、
礼
器
・
兵
器
の
外
に
五
人
が
埋
め
ら

れ
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
五
種
の
兵
器
、
喝
・
矢
・
父
・
刀
・
礪
と
・
石
の
戚
・

餓
・
軒
・
錘
、
こ
れ
も
各
人
が
そ
れ
ぞ
れ
持
っ
て
い
た
。
こ
れ
以
外
に
礼
器

が
一
二
件
出
土
し
た
。
人
は
傭
身
葬
さ
れ
、
犠
牲
と
し
て
で
は
な
く
、
品
物

と
晃
な
さ
れ
て
い
る
。

　
　
1
0
、
狗
殉
墓
（
附
馬
射
）
　
東
側
の
中
央
に
あ
る
（
M
三
一
）
。
人
間
一

人
と
壁
一
件
が
出
土
し
、
腰
坑
内
に
狗
を
殉
葬
し
て
い
た
。

　
　
1
1
、
羊
坑
　
　
東
北
の
端
に
あ
る
羊
を
葬
っ
た
墓
。

　
こ
れ
ら
の
墓
群
の
分
布
に
つ
い
て
、
中
央
に
線
を
ひ
く
と
、
西
側
の
も
の

は
、
す
べ
て
頭
が
な
い
の
に
対
し
、
施
設
の
子
供
と
か
、
脆
い
て
い
る
人
と

か
は
、
馬
頭
も
体
も
完
全
に
揃
っ
て
い
る
。
西
側
の
首
が
切
ら
れ
て
い
る
の

を
見
る
と
、
皆
体
が
頑
丈
で
あ
る
。
東
鶴
の
体
の
完
全
な
の
を
見
る
と
、
子

洪
で
あ
っ
た
り
、
骨
も
弱
々
し
く
腐
っ
て
い
た
参
す
る
。
西
側
の
は
戦
闘
者

で
、
東
側
の
は
軍
の
後
詰
を
す
る
年
寄
と
子
供
で
あ
る
。
軍
右
（
西
）
、
軍

左
（
爽
）
と
い
う
言
葉
が
あ
る
が
、
毅
代
に
、
す
で
に
そ
れ
が
認
め
ら
れ
る
。

　
中
組
　
　
北
組
の
西
爾
に
当
る
地
区
で
、
西
端
の
孤
立
し
た
一
挙
を
除
く

と
、
東
西
に
一
一
列
、
南
北
に
一
一
列
の
一
辺
約
二
五
メ
…
ト
ル
の
正
方
形

に
な
っ
て
い
る
。
五
等
級
に
分
れ
る
。

　
第
…
級
は
西
端
に
あ
る
孤
立
し
た
M
…
六
四
号
基
一
基
だ
け
で
あ
る
。
こ

れ
が
他
と
異
る
点
は
、
入
の
ほ
か
に
馬
一
頭
と
犬
二
匹
の
殉
葬
が
見
ら
れ
る

点
で
あ
る
。
人
物
は
北
枕
の
等
身
葬
で
、
腹
の
下
に
弓
・
矢
・
寿
・
刀
・
礪

の
一
組
の
武
器
を
持
っ
て
い
る
外
に
、
玉
刺
と
陶
羅
四
件
を
伴
っ
て
い
た
。

馬
も
装
飾
品
を
つ
け
て
い
た
。

　
第
二
級
は
二
越
あ
り
、
三
人
埋
め
ら
れ
て
い
る
。
み
な
鉢
巻
（
額
帯
）
を

し
て
お
り
、
そ
の
中
央
に
　
繊
、
両
端
に
各
一
個
の
銅
鈴
を
つ
け
て
い
る
。

　
第
三
級
の
人
閾
は
、
一
二
人
で
、
六
坑
に
葬
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
特
徴
は
、

額
帯
の
両
側
に
二
個
つ
つ
の
貝
穀
の
装
飾
を
つ
け
て
い
る
事
で
あ
る
。

　
第
四
級
の
人
間
は
合
計
…
0
0
人
、
二
五
基
発
見
さ
れ
て
い
る
。
骨
に
赤

い
色
が
附
着
し
て
お
り
、
翻
葬
晶
は
な
か
っ
た
。
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第
五
級
の
は
四
五
坑
中
に
二
五
恩
人
発
晃
し
た
が
、
特
徴
は
、
頭
を
切
り
、

赤
色
を
ぬ
ら
ず
、
白
骨
の
ま
ま
で
零
点
葬
さ
れ
た
点
で
あ
る
。

　
こ
の
区
域
は
、
盗
掘
さ
れ
て
い
た
り
、
破
壊
さ
れ
て
い
た
り
、
ま
た
坑
が

あ
っ
て
も
人
骨
が
な
く
な
っ
て
い
た
り
し
て
、
ひ
ど
く
乱
れ
て
い
る
。
現
存

し
発
見
し
た
も
の
は
、
七
九
坑
・
三
七
八
人
で
あ
る
が
、
原
初
は
一
二
〇
抗
・

六
二
人
あ
っ
た
と
推
定
で
き
る
。
こ
の
六
二
五
人
と
い
う
数
は
、
一
汁
の
数

に
相
当
す
る
。

　
南
緻
　
　
西
南
の
隅
に
一
基
し
か
な
い
。
非
常
に
特
殊
な
も
の
で
、
上
・

中
・
下
の
三
層
に
分
れ
て
い
る
。
上
野
に
は
、
両
端
に
二
匹
、
真
野
に
一
匹
、

計
三
匹
の
狗
が
埋
め
て
あ
っ
た
。
中
農
に
は
、
榔
・
棺
・
竪
坑
が
あ
り
、
棺

内
の
主
人
骨
は
腐
っ
て
い
た
が
、
棺
外
・
榔
外
の
八
人
の
殉
御
覧
は
、
比
較

酌
よ
く
残
っ
て
い
た
。
殉
葬
晶
は
礼
器
・
兵
器
そ
の
他
装
飾
贔
な
ど
合
せ
て

五
〇
件
が
殉
葬
者
の
体
の
上
に
乗
っ
て
い
た
。
棺
内
に
は
赤
い
も
の
が
あ
っ

た
が
、
朱
か
ど
う
か
は
不
明
で
あ
る
。

　
以
上
、
三
地
区
の
犠
牲
は
重
要
な
建
物
の
落
成
式
と
し
て
、
埋
め
ら
れ
た

も
の
で
あ
る
。
北
港
と
中
組
の
指
揮
者
は
、
そ
れ
ぞ
れ
西
端
の
も
の
で
馬
を

殉
葬
し
て
お
り
、
労
組
の
一
基
は
副
葬
品
も
多
く
、
全
体
の
箔
揮
・
者
の
よ
う

で
あ
る
。
ひ
と
つ
の
建
物
の
落
成
の
為
に
、
か
か
る
大
量
の
犠
牲
を
聖
誕
す

る
と
い
う
窮
実
は
、
驚
く
べ
き
こ
と
で
あ
る
。

　
こ
の
乙
七
基
祉
は
如
何
な
る
建
物
で
あ
り
、
何
に
使
用
さ
れ
た
も
の
で
あ

ろ
う
か
。
こ
こ
で
行
な
わ
れ
た
八
五
〇
人
の
人
聞
・
一
五
匹
の
馬
・
一
〇
匹

の
牛
・
一
八
匹
の
輩
－
・
二
四
匹
．
の
狗
と
い
う
多
く
の
犠
牲
を
考
え
る
と
、
こ

の
建
物
は
生
き
た
人
問
の
住
居
で
は
な
く
、
宗
廟
、
つ
ま
り
先
祖
の
霊
位
を

奉
じ
て
い
る
建
物
で
あ
っ
た
可
能
性
が
強
い
。
一
方
、
甲
組
の
建
物
は
様
子

が
全
然
ち
が
っ
て
お
り
、
こ
の
よ
う
に
多
く
の
犠
牲
を
埋
め
て
い
な
い
の
で
、

人
が
佐
ん
で
い
た
宮
殿
と
み
と
め
ら
れ
る
。

　
四
　
選
跡
と
古
籍

簾
の
羅
喜
秘
の
聾
と
照
合
す
る
も
の
乞
て
・
甲
咽
笛
蓋
と

考
古
記
、
乙
組
第
七
基
堤
と
周
礼
・
天
宮
篇
の
二
例
が
あ
げ
ら
れ
る
。

　
ま
ず
、
周
忌
考
古
記
に
次
の
記
載
が
あ
る
。

　
夏
虞
幾
世
室

　
堂
俺
二
七
、
広
凶
脩
｝
、
五
室
三
四
歩
、
四
三
尺
、
九
階
、
四
房
両
爽
、
謹
白
幽
門
、

　
堂
三
之
二
、
室
三
之
｛
。

「
夏
盾
氏
世
室
』
は
、
こ
の
文
章
の
霊
題
で
あ
り
、
豊
本
氏
の
大
き
な
室
と

い
う
意
で
あ
る
。
昔
、
野
縁
が
弟
子
に
教
え
る
降
に
は
、
歌
で
そ
れ
を
伝
え

た
。
韻
文
あ
る
い
は
四
字
句
・
五
字
句
で
あ
る
と
、
記
憶
し
や
す
い
。
こ
れ

は
、
師
匠
と
弟
子
と
の
間
に
伝
え
ら
れ
た
大
工
の
歌
で
あ
る
。

　
「
堂
脩
二
七
」
の
堂
は
比
較
的
大
き
な
部
屋
で
あ
る
。
衛
は
長
さ
と
い
う

惹
で
あ
る
。
二
七
と
い
う
の
は
、
こ
れ
ま
で
解
釈
が
つ
か
ず
、
愈
継
は
、
こ
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の
「
二
七
」
は
昔
の
古
本
に
は

な
く
、
六
朝
の
頃
に
山
賊
の
墨

家
の
本
に
よ
っ
て
補
っ
た
の
だ

と
解
釈
し
て
い
る
が
、
私
は
最

初
か
ら
存
在
し
た
と
考
え
る
。

こ
の
二
字
が
あ
っ
て
こ
そ
、
句

も
整
い
、
読
み
や
す
く
も
な
る
。

で
は
、
こ
れ
を
ど
う
解
釈
す
る

の
か
と
い
え
ば
、
「
堂
二
脩
七
」
、

つ
ま
り
堂
が
二
つ
、
長
さ
が
塁

間
で
あ
る
と
い
う
意
。
こ
れ
を

甲
翅
基
祉
に
あ
て
は
め
て
み
る

と
、
基
堀
．
の
東
側
の
線
は
、
北

端
か
ら
堂
∴
労
・
爽
・
堂
・
爽

と
並
び
、
第
二
の
堂
が
三
間
に

な
る
の
で
、
条
目
が
別
間
に
な

り
、
そ
の
中
で
堂
が
二
三
あ
る

と
い
う
こ
と
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
次
の
「
広
瀬
脩
一
」
と
い
う

の
は
、
長
さ
と
幅
と
の
比
率
が

魍
対
｝
と
い
う
意
で
あ
る
。
こ
れ
に
は
三
つ
の
異
な
る
測
り
方
が
あ
る
。
一
　
、
助

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6

は
礎
石
間
の
距
離
で
計
聾
す
る
方
法
で
、
東
西
両
端
の
礎
石
間
の
距
離
六
メ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
麟

i
ト
ル
で
南
北
両
端
の
礎
石
間
の
距
離
二
六
・
ニ
メ
ー
ト
ル
を
測
れ
ば
、
三

倍
の
時
に
は
八
・
ニ
メ
ー
ト
ル
短
か
く
、
四
倍
の
時
に
は
二
・
ニ
メ
ー
ト
ル
．

短
か
く
、
五
倍
の
時
に
は
三
・
八
メ
；
ト
ル
長
い
と
い
う
事
に
な
る
。
二
は

基
祉
の
南
短
辺
八
メ
！
ト
ル
を
基
準
に
す
る
測
り
方
で
、
長
辺
が
二
八
・
四

メ
ー
ト
ル
で
あ
る
か
ら
、
三
倍
の
時
に
は
四
・
四
メ
…
ト
ル
短
く
、
四
倍
の

時
に
は
三
・
六
メ
ー
ト
ル
長
く
、
五
倍
の
時
に
は
一
一
・
六
メ
ー
ト
ル
長
い

と
い
う
結
果
に
な
る
。
そ
の
三
は
、
基
雄
．
の
北
短
辺
七
・
三
メ
！
ト
ル
を
用

い
る
方
法
で
、
三
倍
す
る
と
六
・
五
メ
ー
ト
ル
短
く
、
四
倍
す
る
と
0
・
八

メ
ー
ト
ル
長
く
、
五
倍
す
る
と
八
・
一
メ
ー
ト
ル
長
く
な
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の

場
舎
に
お
い
て
、
三
・
四
・
五
倍
の
数
値
を
比
較
す
る
と
、
四
倍
の
比
率
の

時
は
、
長
い
の
も
短
い
の
も
あ
る
が
、
そ
の
差
が
一
番
少
な
く
、
北
短
辺
を

用
い
た
時
な
ど
は
、
○
・
八
メ
…
ト
ル
に
す
ぎ
な
い
。
故
に
比
率
と
し
て
、

四
対
一
が
最
も
近
く
、
こ
の
句
は
こ
う
い
う
関
係
を
述
べ
た
も
の
で
あ
ろ
う

と
、
甲
四
基
批
か
ら
鉱
4
3
え
ら
れ
る
。

　
「
五
室
三
四
歩
」
。
室
と
い
う
の
は
、
裳
の
う
し
ろ
の
小
部
屡
で
あ
る
こ

こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
南
の
堂
の
後
に
三
室
、
北
の
堂
の
後
に
二
室
あ
り
、

計
五
室
に
な
る
。
歩
と
い
う
の
は
、
部
量
の
面
積
の
単
位
で
あ
る
。
三
四
歩

と
い
う
の
は
、
室
に
三
歩
の
も
の
と
四
歩
の
も
の
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
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る
。
甲
山
駐
留
に
お
い
て
は
、
小
さ
い
の
が
四
獣
あ
り
、
こ
れ
が
三
歩
の
面

稜
で
あ
る
。
爾
の
堂
の
直
後
に
あ
る
の
が
、
四
歩
の
蒲
帆
を
も
つ
室
で
、
暴

馬
と
い
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

　
「
四
三
尺
、
九
階
」
と
い
う
の
は
、
私
見
で
は
、
「
九
階
」
が
先
で
、
「
九

階
、
四
三
尺
」
と
す
る
と
、
磁
器
と
対
に
な
り
、
読
み
や
す
く
も
な
る
。
両
津

の
前
に
は
階
段
が
あ
る
。
南
堂
の
前
の
は
確
認
で
き
た
が
、
北
側
の
は
な
く

な
っ
て
い
た
階
段
の
構
造
に
つ
い
て
は
、
後
岡
の
股
墓
の
北
道
の
階
段
に
よ

る
と
、
輻
0
・
四
メ
ー
ト
ル
、
高
さ
○
・
ニ
メ
…
ト
ル
で
あ
る
。
爾
の
階
…
段

の
段
数
は
不
明
で
は
あ
る
が
、
基
祉
の
高
さ
が
一
メ
ー
ト
ル
で
あ
っ
て
、
段

輻
が
後
岡
と
同
じ
Q
・
四
メ
…
ト
ル
で
あ
る
か
ら
、
か
り
に
高
さ
も
後
周
と

問
じ
と
す
る
と
、
五
段
に
な
る
。
北
の
階
段
は
残
っ
て
い
な
い
が
、
く
り
あ

が
っ
て
へ
こ
ん
で
い
る
の
で
、
四
段
の
可
能
性
が
あ
る
。
南
が
五
段
、
北
が

四
段
と
す
る
と
、
計
九
段
と
な
る
。
次
に
、
四
三
と
い
う
事
で
あ
る
が
、
そ

れ
は
階
段
の
幅
が
異
な
り
、
南
が
四
層
で
北
が
三
尺
で
あ
る
の
で
、
そ
の
4

対
3
と
い
う
比
率
を
こ
こ
で
裏
づ
け
た
嘉
に
な
る
。

　
次
に
「
四
勢
両
爽
」
で
あ
る
が
、
書
名
の
定
義
に
よ
れ
ば
、
労
は
室
の
か

た
わ
ら
に
あ
る
こ
と
、
窓
が
な
い
こ
と
の
二
条
件
が
必
要
で
あ
る
。
こ
れ
を

基
現
の
上
で
見
る
と
、
西
側
の
三
石
、
労
は
い
ず
れ
も
室
の
隣
に
あ
り
、
窓

が
な
く
、
条
件
が
完
全
で
あ
る
。
東
側
に
あ
る
一
飯
は
、
室
の
隣
り
で
は
な

い
が
、
窓
が
な
い
と
い
う
条
件
が
念
う
の
で
、
結
局
、
四
労
に
な
り
、
合
致

す
る
。
爽
に
つ
い
て
も
釈
名
の
定
義
が
あ
り
、
堂
の
隣
り
に
あ
る
．
こ
と
、
一

方
に
窓
が
あ
る
こ
と
の
二
条
件
が
あ
る
。
南
の
堂
の
爾
側
が
爽
で
あ
る
が
、

部
屋
の
｝
辺
に
、
柱
の
た
め
の
こ
礎
石
以
外
に
、
も
う
…
石
あ
り
、
こ
れ
は

窓
を
設
置
す
る
為
の
礎
石
と
み
ら
れ
る
の
で
、
二
条
件
に
合
致
す
る
の
で
あ

る
。
し
た
が
っ
て
、
南
堂
の
両
側
に
二
つ
の
爽
、
後
に
間
つ
の
勢
が
あ
ひ
、

甲
四
基
祉
が
四
労
二
塁
と
い
う
句
に
合
致
す
る
わ
け
で
あ
る
。

　
「
窃
白
盛
門
」
と
い
う
句
は
解
釈
が
闘
難
で
あ
る
。
孔
広
森
は
、
こ
の
句

を
「
窃
白
盛
」
で
切
り
、
　
「
門
」
を
下
句
に
つ
け
て
「
門
堂
三
之
二
」
と
読

ん
だ
が
、
こ
れ
は
、
句
を
殺
し
て
し
ま
う
の
で
、
賛
成
し
が
た
い
。
「
白
雲
」

と
い
う
の
は
、
孔
広
森
も
説
く
如
く
、
貝
殻
を
焼
い
た
石
灰
を
窓
や
門
に
白

く
塗
る
の
で
あ
る
が
、
問
題
は
「
窓
門
』
が
一
つ
の
も
の
で
あ
る
こ
と
で
あ

る
。
昔
の
窓
は
四
角
で
、
そ
れ
に
二
枚
の
扉
が
し
つ
ら
え
て
あ
る
、
朝
は
こ

れ
を
開
き
、
夕
方
に
な
る
と
閉
じ
て
壁
と
同
じ
よ
う
に
す
る
。
そ
の
為
、
窩

戸
と
い
わ
ず
に
、
窃
門
と
い
っ
て
い
る
の
は
、
昔
の
面
影
を
よ
く
残
し
て
い

る
わ
け
で
あ
る
。
白
く
塗
る
の
は
、
窓
を
内
側
に
閥
く
と
、
光
を
反
射
し
て

部
屋
の
中
が
明
る
く
な
る
か
ら
で
あ
る
。

　
「
賞
三
之
二
、
蜜
三
之
ご
と
い
う
の
は
、
堂
の
占
め
る
面
積
が
三
分
の

二
、
室
の
面
積
が
三
分
の
一
に
な
っ
て
い
る
の
を
い
う
の
で
あ
る
。
昆
閉
に

あ
る
一
建
物
で
は
、
一
堂
に
四
室
が
附
い
て
お
り
、
前
に
壁
が
な
く
、
薩
接

出
入
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
二
代
の
建
物
は
こ
れ
と
全
く
構
造
が
ち
が
っ
て
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い
る
。
一
つ
の
堂
で
あ
れ
ば
問
題
は
な
い
が
、
甲
西
基
祉
の
様
に
多
く
の
古

屋
を
付
煎
し
て
い
る
と
、
霊
と
室
の
広
口
が
等
長
で
あ
れ
ば
、
両
側
に
あ
る

勢
は
繊
口
を
失
っ
て
し
ま
う
。
そ
こ
で
、
門
を
開
く
為
に
、
室
が
北
に
後
退

し
、
常
が
広
く
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
堂
と
い
う
の
は
、
客
を
接

待
す
る
無
畜
な
場
所
で
あ
る
か
ら
、
広
く
す
る
必
要
も
起
っ
て
来
た
の
で
あ

る
。　

以
上
述
べ
た
如
く
、
考
古
記
．
の
記
述
と
こ
の
甲
四
基
祉
と
は
全
く
よ
く
符

合
す
る
。

　
次
に
乙
七
基
盤
と
周
礼
の
天
官
と
の
比
較
で
あ
る
。
周
礼
の
天
宮
に
、

　
　
　
　
　
ハ
　
　
　
　
ロ
　

　
芸
人
、
王
宮
毎
レ
門
閤
人
、
囲
游
亦
如
レ
之
。

　
開
人
、
掌
論
罪
王
宮
之
中
門
之
禁
司
喪
服
凶
器
不
レ
入
レ
宮
、
潜
野
鼠
器
不
レ
入
レ
宮
、

　
嵜
服
怪
昆
不
レ
入
レ
宮
。

　
二
人
、
王
之
庭
内
五
人
。

　
寺
人
、
掌
王
之
内
人
。
及
女
官
之
戒
令
。
要
道
其
繍
入
之
籍
而
糾
蕉
之
。

　
こ
の
二
文
を
乙
七
基
祉
に
あ
て
て
考
え
た
い
。

　
「
王
宮
毎
門
四
人
」
と
あ
る
が
、
こ
れ
は
、
正
に
門
の
と
こ
ろ
に
四
人
が

父
と
干
と
を
持
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
外
向
き
内
向
き
の
姿
勢
で
守
っ
て
い
る
と

い
う
の
で
あ
り
、
確
か
に
遺
物
を
持
っ
て
い
た
も
の
や
、
詔
土
位
置
か
ら
見

て
も
、
正
富
を
守
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
も
の
が
あ
る
か
ら
A
こ
の
四
人
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
　
　
　
シ
　
　
ノ

い
う
の
は
、
恐
ら
く
根
拠
の
あ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
「
陶
游
亦
獅
レ
之
」
と
あ

る
が
、
お
そ
ら
く
そ
う
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
廟
で
あ
り
、
こ
こ
に
い
る
の
は

死
ん
だ
祖
先
の
霊
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
こ
れ
も
人
が
死
ん
で
守
っ
て
い
る
わ

け
で
あ
る
。
生
き
た
人
間
の
宮
殿
で
あ
っ
た
ら
、
朝
か
ら
晩
ま
で
交
替
で
生

き
た
人
間
が
四
人
で
矛
を
持
っ
て
守
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
「
王
之
正
誤
五
人
」

と
い
う
の
は
、
解
り
に
く
い
言
葉
で
す
が
、
こ
れ
は
先
述
し
た
様
に
、
門
の

う
ち
で
三
人
置
二
人
、
計
五
人
が
守
っ
て
い
る
。
こ
の
人
達
も
、
女
官
を
監

督
し
て
い
る
の
だ
か
ら
、
一
種
の
鑑
督
す
る
道
具
を
持
っ
て
い
た
。
こ
こ
の

三
人
の
う
ち
一
人
は
、
笄
を
多
く
持
っ
て
い
る
が
、
そ
の
中
に
李
済
が
鋒
刃

と
呼
ん
だ
も
の
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
幅
は
指
三
本
位
で
三
角
形
の
文
様
が
あ

り
、
先
が
刃
に
な
っ
て
い
る
。
笄
と
い
う
人
と
、
武
器
と
す
る
人
と
あ
る
が
、

日
本
で
は
女
性
が
鋒
を
武
器
に
し
て
悪
い
奴
が
来
た
ら
そ
れ
で
眼
を
突
く
と

い
う
話
で
あ
る
が
、
一
種
の
武
器
で
あ
ろ
う
。

　
詩
経
に
「
特
維
婦
寺
」
と
い
う
句
が
あ
り
、
婦
と
寺
と
が
結
び
つ
い
て
い

る
。
経
典
釈
文
は
毒
人
の
条
の
下
に
平
冠
繊
の
説
を
引
い
て
、
寺
と
い
う
の

は
、
闇
者
す
な
わ
ち
寛
官
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
骨
は
、
比
較
的
華

奢
で
小
さ
く
、
女
性
か
閥
者
か
不
明
で
あ
る
が
、
闊
者
と
い
う
嘉
に
な
れ
ば
、

竃
官
が
段
代
か
ら
あ
っ
た
と
い
う
薯
に
な
る
。
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安陽考古概観（貰環如）

第
六
章
　
小
屯
と
西
北
周

　
北
幽
の
問
題

　
西
北
岡
は
小
屯
の
北
に
あ
り
、
北
の
方
は
高
地
に
な
り
、
西
南
は
河
で
あ

る
。
と
こ
ろ
が
、
溶
県
辛
村
の
衛
候
の
纂
を
見
る
と
、
こ
れ
は
漠
河
の
爾
に

あ
り
、
そ
の
北
は
や
は
り
高
地
に
な
っ
て
い
る
。
た
だ
、
毅
の
都
城
は
小
屯

に
あ
っ
て
、
明
ら
か
で
あ
る
が
、
衛
の
場
合
に
は
、
そ
の
都
城
が
ど
こ
に
あ

っ
た
か
わ
か
ら
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
両
者
の
位
鷺
は
、
出
と
川
と
に
対
す

る
関
係
位
殿
に
お
い
て
は
同
様
で
あ
る
。
墓
地
と
し
て
、
当
時
こ
の
地
勢
を

選
ん
だ
の
は
、
高
い
と
こ
ろ
に
墓
を
つ
く
っ
て
お
く
と
、
水
害
を
免
れ
る
と

い
う
理
由
か
ら
選
ん
だ
の
に
違
い
な
い
が
、
後
に
な
る
と
変
っ
て
く
る
。
秦

の
始
皇
帝
の
墓
だ
け
が
型
破
り
で
、
華
出
の
北
、
溜
水
の
南
に
あ
る
。
漢
・

に
な
る
と
、
都
は
長
安
に
な
り
、
そ
の
北
の
威
陽
の
陵
の
上
の
高
い
と
こ
ろ

に
蕪
が
あ
る
。
唐
に
な
る
と
さ
ら
に
北
に
行
き
、
さ
ら
に
古
呵
く
な
り
、
と
に

か
く
都
城
か
ら
北
方
の
高
地
に
あ
る
と
い
う
の
が
、
一
つ
の
型
、
規
則
に
な

、
っ
て
来
る
。
こ
れ
か
ら
見
る
と
、
殿
代
に
お
い
て
は
、
た
だ
都
城
の
北
の
方

に
墓
を
つ
く
る
と
い
う
だ
け
の
事
で
あ
っ
た
の
に
、
後
に
は
理
屈
を
つ
く
り

出
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
薯
を
附
湘
す
る
様
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
隔
河
の
問
題

　
河
を
へ
だ
て
て
墓
を
つ
く
る
と
い
う
活
計
で
あ
る
。
中
岡
の
諺
に
、
　
「
よ

く
千
出
を
隔
つ
る
も
、
一
水
を
隔
て
ず
し
と
い
う
の
が
あ
る
。
後
に
、
幽
霊

は
水
が
怖
い
の
で
、
河
で
境
界
を
つ
や
っ
て
お
く
と
、
来
る
事
は
臨
来
な
い

と
い
わ
れ
て
い
る
。
股
人
が
鬼
を
畏
れ
蕪
ん
だ
こ
と
は
事
実
で
あ
り
、
こ
の

様
な
河
を
鰯
て
る
と
い
う
考
え
方
が
、
帯
代
に
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
不
明
に

し
て
も
、
と
も
か
く
考
え
ら
れ
る
駿
で
あ
る
。

　
荒
蒔
は
後
代
に
成
っ
た
書
で
あ
り
、
儒
拠
し
が
た
い
と
い
わ
れ
る
が
、
毅

代
の
遺
跡
と
比
較
し
て
行
く
と
、
合
致
す
る
所
が
多
く
あ
る
。
毅
人
は
観
念

を
持
っ
て
選
択
し
た
の
か
、
た
だ
地
形
か
ら
だ
け
で
選
択
し
た
の
か
は
解
ら

な
い
。
あ
る
い
は
、
地
形
か
ら
選
択
し
た
の
か
も
知
れ
な
い
が
、
だ
ん
だ
ん

四
郷
の
上
に
理
論
を
晃
つ
け
鵠
し
て
行
き
、
漢
唐
に
な
れ
ば
そ
れ
ぞ
れ
説
を

な
し
、
あ
る
い
は
陰
陽
家
が
更
に
出
て
来
る
と
い
う
事
に
な
っ
て
来
た
の
で

あ
る
。

　
以
上
五
圓
、
い
ろ
い
ろ
と
論
じ
て
来
た
が
、
股
代
の
文
化
は
椙
当
高
く
、

偉
大
で
あ
ウ
、
そ
の
般
櫨
の
発
掘
は
相
当
大
規
模
な
も
の
で
あ
っ
た
。
口
下

手
の
為
、
十
分
伝
え
る
事
は
醐
来
な
か
っ
た
が
、
お
気
付
き
の
点
が
あ
れ
ば
、

御
教
示
を
請
う
次
第
で
あ
る
。

①
董
作
賓
「
民
国
十
七
年
試
掘
安
陽
小
屯
報
告
書
」
（
『
安
陽
発
掘
報
告
』
一
期
一

　
九
二
九
）

②
　
李
済
「
小
窯
地
面
下
情
形
分
析
初
歩
」
　
（
岡
上
）

137 （617）



③
　
李
済
「
斑
圏
十
八
年
秋
季
発
掘
股
虚
之
縄
過
及
其
重
要
発
現
」
（
『
安
報
駈
慧
期

　
㎜
九
三
〇
）

④
　
石
璋
如
が
斑
閃
3
2
年
に
調
査
し
た
も
の
で
、
斗
門
鎮
に
漢
代
の
石
刻
が
三
処
あ

　
り
、
　
｝
っ
は
棄
山
獄
瀬
に
あ
る
牽
止
巨
像
、
二
は
そ
の
東
三
里
の
石
婆
繭
に
あ
る
織
女

　
像
、
三
は
鎮
の
燕
麦
田
中
に
あ
る
石
魚
像
で
、
共
に
花
瀧
岩
で
つ
く
ら
れ
て
い
る
。

⑤
　
李
済
・
梁
思
永
・
董
作
賓
『
城
子
崖
臨
　
（
中
頃
考
古
報
皆
集
二
一
Y

⑥
李
済
「
安
陽
最
近
発
掘
報
告
及
六
次
工
作
之
総
佑
計
」
（
『
安
報
』
膵
期
一
九
三

　
三
）
郭
宝
釣
「
B
区
発
堀
之
一
、
二
」
（
岡
上
）

⑦
　
石
環
如
「
第
七
次
毅
蜷
発
掘
E
区
工
作
報
告
」
（
『
安
報
』
肝
期
一
九
三
三
）

⑧
強
悪
永
門
後
岡
発
掘
小
記
」
（
『
軍
機
』
ド
期
一
九
三
三
）

⑨
郭
宝
鈎
「
捲
県
辛
村
古
残
墓
之
清
理
」
（
『
園
野
考
古
報
告
「
需
1
一
九
三
六
）

⑩
　
石
距
如
「
演
南
安
陽
後
岡
的
澱
墓
」
（
『
集
刊
』
3
1
　
｝
九
四
八
）

⑪
・
梅
原
末
治
『
股
櫨
発
見
木
器
陰
影
図
録
』
　
（
一
九
五
九
）

⑫
　
董
作
賓
・
石
璋
如
・
高
去
尋
『
侯
家
荘
』
　
（
申
園
考
古
報
告
集
之
三
）

感
石
入
如
「
河
南
安
緊
要
屯
股
代
的
三
士
基
祉
」
（
『
大
陸
雑
誌
』
二
一
の
一
二
民

　
国
4
9
、
石
璋
如
『
小
鉢
』
第
　
本
　
殿
虚
建
築
遺
存
（
中
岡
考
古
報
告
集
之
二
民

　
隅
4
8
）

⑭
石
磧
如
「
股
代
地
上
建
築
復
原
之
一
例
」
（
㎎
院
刊
』
第
一
輯
）
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as　a　roya1　tax　was　converted　to　feudal　rent　attributed　to　the　new

landowners　（ll＝feudal　lords）．

Shih　Chang－ju：Archaeological　OutliRe　of　Anymig安陽

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　by

　　　　　　　　　　　　　　　　　　Takayasu　Higuchi

　Excavatlons　ofノ勉yα㎎「ツin－hsii安陽股櫨，　one　of　the　most　important

world　archaeological　excavations　ik　this　century，　was　held　fifteen

times　in　al｝　from　1928　to　1937；　but　we　have　not　altogether　a　full

summary　that　explains　the　whole　aspect　of　the　investigation．

　Sh〃z　Chang－」’u石王蟻女「1，　a　participator　of　the　fourth　excavation　as　a

student　of　Honan河南University，　has　been　a　member　of　the　exam量na－

tion　after　the　fourth，　was　charged　with　the　transference，　protection

a，nd　arrangement　of　its　relics　after　the　outbreak　of　the　war，　and　now

specialises　in　study　and　publication　of　the　massive　materials　as　a

member　of　E［istory　and　Language　Department，　Central　Research
Institute，　Formosa．　Th圭s　note　is　t圭ユe　very　one　that　Setsu　Onのyama　小

野山節and　Takatoshi　Yoshimoto吉本業俊　rewrote　an　interpretatioR

by　Prof．7厩60　Hiraoha平岡武夫in　the　Shih　O海㎎ヴ％石筆如’s　special

lecture‘‘Archaeological　Outline　of　Aηyang安陽”for　five　days　from

Oct．　22nd　at　the　Literature　Department　of　Kyoto　Universlty　on　the

occasien　of　his　staying　in　Kyoto　while　he　came　to　Japai｝　for　study　in

the　35th　year　of　Showa　（1960）．
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